
表
紙
…
笹
で
熱
湯
を
浴
び
神
託
を
仰
ぐ

～
 探
湯
 神
事
　
春
の
社
日
大
祭
～

く
が
た
ち

in

2011

.104
Vol.712
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町
で
は
、
こ
の
度
の
地
震
に

よ
っ
て
住
宅
の
屋
根
の
損
壊
や

塀
の
倒
壊
に
よ
り
修
繕
を
要
し

た
人
に
見
舞
金
を
支
給
し
ま

す
。
ま
た
、
修
繕
に
当
た
り
、

県
社
会
福
祉
協
議
会
の
貸
付
事

業
を
利
用
さ
れ
た
人
に
利
子
の

補
給
を
行
い
ま
す
。

□
対
象
　
被
災
し
た
住
宅
ま
た

は
塀
の
修
繕
に
　
万
円
以
上

２０

の
費
用
を
要
し
た
人

□
報
告
期
間
　
平
成
　
年
３
月

２４

　
日
松
ま
で

３１
□
見
舞
金
　
２
万
円

※
詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
５５

２
６
３
１
）
へ
。

　
県
で
は
、
こ
の
度
の
地
震
に

よ
っ
て
直
接
被
害
を
受
け
る

か
、
計
画
停
電
な
ど
に
よ
る
影

響
で
売
上
高
が
減
少
し
て
い
る

中
小
企
業
に
経
営
サ
ポ
ー
ト
資

金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
経
営
サ
ポ
ー
ト
資
金（
災
害
復

旧
関
連
）】

□
融
資
対
象
　
直
接
被
害
を
受

け
た
中
小
企
業
者

【
経
営
サ
ポ
ー
ト
資
金（
経
営
強

化
関
連
）】

□
融
資
対
象
　
災
害
お
よ
び
そ

の
後
の
計
画
停
電
な
ど
に
よ

り
、
最
近
１
か
月
の
売
上
高

が
、
そ
れ
以
前
３
か
月
平
均

と
比
較
し
て
、
５
％
以
上
減

少
し
た
事
業
者

※
融
資
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、

商
工
課
（
内
線
１
３
７
）、
ま
た

は
県
商
政
課
（
緯
０
２
７
・
２

２
６
・
３
３
３
２
）
へ
。

□
期
間
　
９
月
　
日
晶
ま
で
　

３０

午
前
９
時
～
　
時
　
分
、
午

１１

３０

後
１
時
～
４
時
（
土
・
日
曜

日
は
除
く
。
た
だ
し
、
毎
月

第
３
土
曜
日
は
受
け
入
れ
を

行
い
ま
す
）

□
場
所
　
清
掃
セ
ン
タ
ー
（
上

小
泉
３
３
０
）

□
受
入
対
象
　
瓦
の
み
（
町
内

の
個
人
住
宅
の
も
の
で
、
自

己
搬
入
に
限
る
）

□
費
用
　
無
料

※
瓦
の
運
搬
を
業
者
に
依
頼
す

る
場
合
は
環
境
課
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
環
境
課

（
内
線
１
３
２
）
へ
。

生
活
に
関
す
る
こ
と

■
見
舞
金
支
給

■
経
営
サ
ポ
ー
ト
資
金
融
資

■
瓦
の
受
け
入
れ

東日本大震災

関連情情報報 生活
役場・
町内施設

被災者
支援

震災に関連したさまざまな情報をお知らせします。

　
県
で
は
、
大
気
中
の
放
射
線

量
を
毎
時
間
測
定
し
、
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.pref.g

u

nm
a
.jp/

）で
公
表
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
県
環
境
保
全
課
（
緯

０
２
７
・
２
２
６
・
２
８
３
７
）へ
。

　
町
の
浄
配
水
場
の
水
道
水
に

つ
い
て
検
査
を
行
っ
た
結
果
は

左
表
の
と
お
り
で
、
放
射
性
物
質

は
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
ま
た
、
町
の
水
道
水
に
含
ま
れ

る
東
部
地
域
水
道
に
つ
い
て
も
、

４
月
３
日
に
採
取
し
た
水
の
検

査
結
果
は
放
射
性
物
質
は
検
出

さ
れ
ず
、
町
の
水
道
水
は
安
全
で

あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

※
詳
し
く
は
、
水
道
課
（
内
線

１
５
９
）
へ
。

■
大
気
中
の
放
射
線
量

□採取日　３月２５日

測定値（Bq／kg）
採水地点

放射性セシウム放射性ヨウ素

２００３００（１００）指標値

不検出不検出第一浄配水場

不検出不検出第二浄配水場

※指標値…原子力安全委員会が定めた
　飲食物制限に関する指標値
※（　）内は、食品衛生法に基づく
　乳児の飲用に関する暫定的な指標値

■
水
道
水
は
安
全
で
す

温
か
い
支
援
を

お
願
い
し
ま
す

被
災
者
支
援

【
義
援
金
】

　
町
で
は
、
被
害
を
受
け
た

地
域
に
支
援
を
行
う
た
め
、

義
援
金
箱
を
設
置
し
て
い
ま

す
。

□
義
援
金
箱
設
置
場
所
　
役

場
、
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
、
町
公
民
館
、
町
民

体
育
館
な
ど

□
現
在
の
義
援
金
額

　
４
５
１
万
９
２
６
０
円

（
３
月
　
日
現
在
）

３１

【
救
援
物
資
】

□
受
付
時
間
　
午
前
８
時
　３０

分
～
午
後
５
時
（
当
分
の

間
、
土
・
日
曜
日
、
祝
日

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
）

□
受
付
場
所
　
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
受
け
付
け
て
い
る
物
資

・
保
存
食
（
カ
ッ
プ
麺
、
お

か
ず
と
な
る
缶
詰
な
ど
）

・
学
用
品
（
筆
記
用
具
、ノ
ー

ト
）

・
靴
（
特
に
小
中
学
生
が
履

け
る
サ
イ
ズ
）

・
栄
養
補
給
食
品

・
野
菜
ジ
ュ
ー
ス

・
衣
装
ケ
ー
ス

・
下
着
、
ワ
イ
シ
ャ
ツ
（
新

品
に
限
る
）



(3) 広報おおいずみ　Ｈ23.4.10　Vol.712

　
東
京
電
力
叙
に
よ
る
計
画
停

電
に
つ
い
て
、
役
場
は
第
４
グ

ル
ー
プ
Ａ
に
属
し
て
い
ま
す
。

　
計
画
停
電
予
定
時
間
の
前
後

１
時
間
は
、
シ
ス
テ
ム
の
正
常

終
了
お
よ
び
立
ち
上
げ
の
た

め
、
通
常
業
務
を
行
う
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、

計
画
停
電
が
中
止
に
な
っ
た

場
合
で
も
、
す
ぐ
に
通
常
業

務
を
再
開
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
計
画
停
電
中
に
取
扱
い
で

き
る
事
務

【
住
民
課
（
内
線
１
２
５
）】

・
住
民
票
の
発
行
（
除
票
を

の
ぞ
く
）

・
印
鑑
証
明
書
の
発
行
（
印

鑑
登
録
は
で
き
ま
せ
ん
）

・
戸
籍
の
届
出

・
外
国
人
登
録
事
務

・
外
国
人
登
録
原
票
の
写
し

の
交
付

・
仮
ナ
ン
バ
ー

※
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
通

電
中
に
時
間
に
余
裕
を
持
っ

て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
収
納
課
（
内
線
１
５
４
）】

・
町
税
の
納
付

敢
納
付
書
持
参
の
場
合
…
納
付

金
額
を
お
預
か
り
し
、
そ
の

場
で
領
収
書
を
交
付
し
ま
す

柑
納
付
書
持
参
で
な
い
場
合
…

預
り
証
に
て
納
付
金
額
を
お

預
か
り
し
、
領
収
書
は
後
日

郵
送
と
な
り
ま
す
（
延
滞
金

が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
後

日
、納
付
書
を
郵
送
し
ま
す
）

※
納
税
相
談
は
、
納
税
情
報
が

確
認
で
き
な
い
た
め
、
受
け
ら

れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
地
震
に
伴
う
点
検
・
節
電
の

た
め
、
町
内
各
施
設
の
使
用
に

つ
い
て
は
、
左
表
の
と
お
り
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
開
館
時
間

内
で
も
計
画
停
電
に
よ
り
、
使

用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
各
施
設
へ
。

　
節
電
の
一
環
と
し
て
、
公
園

や
広
場
な
ど
の
夜
間
照
明
の
消

灯
時
間
を
午
後
　
時
と
し
て
い

１０

ま
す
。
ま
た
、
一
部
の
公
園
や

広
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、
複
数

あ
る
照
明
灯
を
一
灯
の
み
の
点

灯
と
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
都
市
整
備
課
（
内

線
２
０
８
）
へ
。

役
場
・
町
内
施
設

■
町
内
各
施
設
の
使
用

■
役
場
業
務

■町内施設の利用時間など一覧（４月１０日現在）

■
公
園
・
広
場
の
照
明

文化施設

備　考利用時間利用の可否施設名

午前９時～午後７時○
文化むら展示ホール棟
（研修室、練習室、和室）

※文化むら大ホール棟（大ホール・小ホール・研修室・和室）、
　展示ホール棟（展示ホール）、資料館については当面利用できません。
　詳しくは、文化むら（緯６３・７７３３）へ。

体育施設

備　考利用時間利用の可否施設名

午前９時～午後５時

○
いずみ総合公園
町民ゲートボール場

○とね運動場
照明設備は使用不可○町民体育館
照明設備は使用不可○スバル運動公園
照明設備は使用不可○南公園

照明設備は使用不可○
御正作公園
ソフトボール場

照明設備は使用不可○町民野球場
照明設備は使用不可○いずみサッカー場
照明設備は使用不可○西体育館
照明設備は使用不可○各小学校校庭
照明設備は使用不可○各小学校体育館（東小除く）

――――×各中学校校庭
――――×各中学校体育館

※体育施設について詳しくは、町民体育館（緯６３・５２５０）へ。

社会教育施設

備　考利用時間利用の可否施設名
照明設備は使用不可

午前９時～午後７時
○青少年広場

午後７時以降は○町公民館
使用自粛のお願い○町立図書館

※詳しくは、町公民館（緯６２・２３３０）、または図書館（緯６３・６３９９）へ。

勤労複合福祉施設

備　考利用時間利用の可否施設名
照明使用自粛のお願い午前９時～午後７時○いずみの杜

※計画停電実施の際には、利用時間が変更になる場合があります。
詳しくは、いずみの杜（緯２０・００３５）へ。

東日本大震災

関連情報

・
水（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
）な
ど

□
現
在
の
受
け
入
れ
状
況
　

３
０
４
件
（
３
月
　
日
現

３１

在
）

※
賞
味
期
限
が
１
か
月
以
内

の
も
の
、
生
も
の
は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
町

社
会
福
祉
協
議
会
（
緯
　
・
６３

２
２
９
４
　http://w

w
w
.oiz

um
isha
kyo.or.jp/

）
へ
。

【
被
災
者
の
受
け
入
れ
】

　
町
で
は
、
こ
の
度
の
地
震

に
よ
る
被
災
者
に
つ
い
て
、

県
と
調
整
し
な
が
ら
受
け
入

れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
開
設
し
た
避
難
所

・
町
公
民
館
南
別
館
（
２
か

月
程
度
の
一
時
避
難
所
）

・
長
沼
町
営
住
宅
団
地
（
１

年
間
程
度
の
受
け
入
れ
を

予
定
）

※
今
後
も
多
く
の
被
災
者
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
避

難
場
所
を
準
備
し
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
安
全
安
心

課
（
内
線
２
２
４
）
へ
。

【
町
内
に
避
難
さ
れ
て
い
る

人
の
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
】

　
町
内
の
親
戚
、
知
人
宅
な

ど
に
避
難
さ
れ
て
い
る
人
に

つ
い
て
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
安
全
安
心
課

（
内
線
２
２
４
）
へ
。
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現
在
、
わ
が
国
は
内
政
・
外

交
な
ど
に
多
く
の
難
題
を
抱

え
、
先
行
き
不
透
明
な
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。
と
り
わ
け

経
済
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、

ア
ジ
ア
を
中
心
と
す
る
新
興
国

の
著
し
い
台
頭
に
よ
り
、
企
業

の
空
洞
化
や
雇
用
問
題
な
ど
将

来
へ
の
不
安
が
増
し
て
い
る
の

が
現
状
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
一

刻
も
早
い
円
高
ド
ル
安
、
デ
フ

レ
か
ら
の
脱
却
、
さ
ら
に
は
雇

用
や
内
需
拡
大
に
よ
る
景
気
回

復
が
望
ま
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
税
収
の
伸
び
悩
み
な

ど
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
、

　
年
ぶ
り
に
地
方
交
付
税
の
交

３４付
団
体
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
町
は

先
人
た
ち
の
努
力
に
よ
り
、
早

く
か
ら
多
く
の
優
良
企
業
の
誘

致
に
努
め
、
今
日
ま
で
豊
か
な

町
と
し
て
、
社
会
資
本
の
整
備

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ

う
い
っ
た
意
味
で
は
「
成
熟
し

た
ま
ち
」
で
は
あ
り
ま
す
が
、

今
後
は
、
税
収
が
急
激
に
上
昇

す
る
こ
と
も
期
待
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
こ
れ
を
契
機
と
し
て
、

さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
を
推
進

し
、
健
全
財
政
の
も
と
で
の
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
町
政
を
執
行

し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　
さ
て
、
迎
え
る
新
年
度
は
、

「
第
五
次
大
泉
町
総
合
計
画
」の

初
年
次
と
し
て
、
多
く
の
町
民

皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見

ご
要
望
に
応
え
る
べ
く
、政
策
・

施
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。
新
総
合
計
画
の
大
き
な
柱

の
中
に「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」

が
ご
ざ
い
ま
す
。
町
で
は
平
成

　
年
度
に
お
き
ま
し
て
、「
協
働

２２の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」
を

策
定
い
た
し
ま
し
た
。
今
後
は

こ
の
指
針
に
基
づ
き
、
協
働
推

進
の
仕
組
み
づ
く
り
や
体
制
の

整
備
を
図
り
、
こ
れ
ま
で
の
行

政
主
導
の
協
働
か
ら
、
住
民
の

積
極
的
な
行
政
参
加
に
よ
る
、

真
の
「
住
民
と
行
政
の
協
働
に

よ
る
町
づ
く
り
」
が
行
わ
れ
る

こ
と
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　
新
年
度
の
予
算
に
つ
き
ま
し

て
は
、
町
長
就
任
後
２
回
目
の

予
算
編
成
で
ご
ざ
い
ま
す
。
新

総
合
計
画
を
基
本
と
し
、
基
盤

整
備
を
は
じ
め
、
住
民
の
安
全

安
心
や
地
球
温
暖
化
対
策
な
ど

の
生
活
環
境
、
そ
し
て
教
育
や

福
祉
の
充
実
、
産
業
振
興
と
協

働
の
推
進
な
ど
に
つ
き
ま
し
て

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
行
う
べ

く
、
厳
し
い
中
に
も
積
極
的
な

予
算
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
折
り
し
も
、
来
年
の
３
月
　３１

日
に
は
、
大
泉
町
誕
生
か
ら
　５５

年
目
を
迎
え
ま
す
。
町
民
皆
様

と
い
っ
し
ょ
に
節
目
の
年
を
祝

い
、
喜
ぶ
と
と
も
に
、
町
民
と

行
政
が
一
体
と
な
っ
た
協
働
の

町
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（
３
月
定
例
議
会

町
長
施
政
方
針
よ
り
抜
粋
）

町
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

協
働
の
町
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い

大
泉
町
長
　
斉
藤
直
身

予予算算
平成２３年平成２３年度度

　「第五次大泉町総合計画」の初年次にあたる平「第五次大泉町総合計画」の初年次にあたる平成成

２３年度２３年度。。

「ずっと住みたい私のまち おおいずみ」を目　「ずっと住みたい私のまち　おおいずみ」を目指指

し、一般会計・特別会計を合わせ、総額２０３億４，６５し、一般会計・特別会計を合わせ、総額２０３億４，６５００

万円の当初予算を編成しました。予算の概要と万円の当初予算を編成しました。予算の概要とそそ

れぞれの事業についてお知らせしますれぞれの事業についてお知らせします。。
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一
般
会
計
の
当
初
予
算
は
、

歳
入
、
歳
出
の
予
算
総
額
が
そ

れ
ぞ
れ
１
２
６
億
４
２
０
０
万

円
で
す
。こ
れ
は
、
前
年
度
と
比

較
す
る
と
、
３
・
８
％
の
増
で
、

金
額
に
す
る
と
４
億
６
７
０
０

万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
を
は
じ
め
と
す
る
、

６
つ
の
特
別
会
計
の
予
算
総
額

は
　
億
４
５
０
万
円
で
す
。

７７
　
す
べ
て
の
会
計
予
算
総
額

は
、
２
０
３
億
４
６
５
０
万
円

と
な
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、
２
・
９
％
の
増
で
、
金
額

に
す
る
と
５
億
７
８
８
０
万
円

の
増
額
で
す
。

　
引
き
続
き
厳
し
い
財
政
状
況

が
続
き
ま
す
が
、
財
政
の
健
全

化
を
堅
持
し
な
が
ら
も
、
的
確

な
状
況
判
断
を
し
、
各
種
施
策

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

◎
一
般
会
計
当
初
予
算
の
あ
ら

ま
し

【
歳
入
】

□
町
税

　
歳
入
の
根
幹
を
な
す
町
税

は
、
前
年
度
対
比
２
・
０
％
の

増
と
し
ま
し
た

□
国
庫
支
出
金

　
前
年
度
対
比
　
・
４
％
の
増

２７

と
し
ま
し
た

□
町
債

　
前
年
度
対
比
　
・
１
％
の
減

１４

と
し
ま
し
た

□
繰
入
金

　
前
年
度
対
比
　
・
０
％
の
増

２１

と
し
ま
し
た

【
歳
出
】

　
目
的
別
で
は
、
民
生
費
の
　３６

億
６
４
５
８
万
５
０
０
０
円
が

最
も
大
き
く
、次
い
で
教
育
費
、

総
務
費
、
衛
生
費
、
土
木
費
と

続
い
て
い
ま
す
。

　
健
全
財
政
を
維
持
す
る
た
め

に
、
事
務
事
業
の
選
択
と
集
中

を
徹
底
し
行
政
の
ス
リ
ム
化
を

図
り
な
が
ら
、
効
率
的
な
行
財

政
運
営
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
多
様
化
す
る
町
民

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
諸
施
策
に
取

り
組
み
ま
す
。

■平成２３年度当初予算総括表

 １.５％111,8007,592,７007,704,500特別会計

  １.７％△△62,0003,617,0003,555,000国民健康保険事業

会
　
　
計
　
　
別

１００.０％△△7007000老 人 保 健 事 業

  ３.３％8,000241,100249,100後期高齢者医療事業

１１.１％201,3001,812,9002,014,200介 護 保 険 事 業

２.２％△△80036,20035,400公 園 墓 地 事 業

５.９％△△46,700793,200746,500下 水 道 事 業

0.4％△△2,600653,000650,400収 益 的水
道
事
業 ３.５％15,300438,600453,900資 本 的

２.９％578,80019,767,70020,346,500総　　計

単位：千円

平成 23年度当初予算
協働によるまちづくり

増減率比　較平成22年度平成23年度

３.８％467,00012,175,00012,642,000一般会計
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実質公債費比率

営企業（特別会計を含む）の公債費への一般会

計繰出金や一部事務組合の公債費への負担金

など公債に準じた経費も含め、実質的な公債費に費

やした一般財源

の額が標準財政

規模に占める割

合を表すもの。比

率が１８％以上に

なると起債許可

団体となり、「公

債費負担適正化

計画」の作成が求

められます。

公

起債年度末現在高及び
一人当たりの地方債残高

債とは、町が借金をする行為または借金そのも

のを指す用語です。自治体の予算ではその年度

に使うお金は、その年度に得る収入で賄うことを基

本としていますが、多額の費用がかかる事業を行う

場合は地方債を借り入れることになります。平成２１

年度末一般会計町債

残高は８４億５,２３６万

円で、平成２２年３月

３１日現在人口で計

算すると、一人当た

りの町債残高は約

２４万２,０１５円です。

起

財政力指数の状況一般会計予算の推移（当初）

が標準的な行政サービスや基本的な社会資本

が提供できる経費に対して、自主的に調達でき

る財源（町税や使用料、手数料など）がどのくらい

あるかを示す指標を「財政力指数」といいます。

　数値が「１」以上であれば１００％自分たちのお金で町

の運営ができ、

「０．５」であれば

５０％の経費を自

分たちで賄うこと

ができることを

意味し、「まちの

体力」の基準と

なる数値です。

町

自主財源比率

主財源とは、地方自治体が自主的に収入しうる財

源をいい、具体的には、地方税、分担金及び負担

金、使用料及び手数料、財産収入、繰入金、繰越金、諸

収入等がこれに該

当します。

　自主財源比率と

は、歳入全体に対

する自主財源の占

める割合をいい、

地方財政の自主性

を高める意味で、

この割合が高いこ

とが望まれます。

自

基金（町の貯金）

政調整基金とは、経済の不況などによる大幅な税

収減や災害の発生などにより思わぬ支出の増加

に備えて財源に余裕のあるときに剰余金などを積み立

てておくものです。減債基金とは、公債の償還を計画

的に行うため資金

を積み立てる基金

のことです。

　その他特定目的

基金とは、特定の

目的（社会福祉の

充実など）のため

に資金を積み立て

る基金のことです。

財
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■
水
の
供
給

　
第
一
浄
配
水
場
の
電
気
設
備

な
ど
の
更
新
を
行
う
な
ど
、

安
定
供
給
と
安
全
性
の
確
保

に
努
め
ま
す

■
下
水
道
整
備

　
次
期
認
可
拡
大
区
域
を
決
定

し
、
さ
ら
な
る
整
備
促
進
を

図
り
ま
す

■
環
境
衛
生
の
推
進

　
環
境
フ
ェ
ア
の
開
催
や
、
グ

リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
事
業
に

よ
る
環
境
美
化
運
動
を
推
進

す
る
な
ど
、
町
ぐ
る
み
で
地

球
温
暖
化
防
止
な
ど
の
環
境

問
題
に
取
り
組
み
ま
す

■
ご
み
処
理

　
分
別
収
集
の
徹
底
に
よ
る
減

量
化
と
併
せ
、
将
来
を
見
据

え
た
広
域
的
ご
み
処
理
体
制

の
整
備
を
よ
り
い
っ
そ
う
促

進
す
る
た
め
、
近
隣
市
町
と

の
積
極
的
な
話
し
合
い
を
進

め
ま
す

■
住
宅
環
境

　
町
営
住
宅
の
維
持
管
理
に
努

め
る
と
と
も
に
、
木
造
住
宅

耐
震
改
修
補
助
制
度
を
導
入

し
、
快
適
な
住
環
境
整
備
を

進
め
ま
す

■
消
防
・
防
災
お
よ
び
防
犯
・

交
通
対
策

　
昨
年
度
に
見
直
し
た
「
大
泉

町
地
域
防
災
計
画
」
に
基
づ

く
防
災
体
制
の
整
備
促
進
を

図
る
と
と
も
に
、
自
主
防
災

組
織
や
自
主
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
の
拡
充
な
ど
、
地
域
と
の

協
働
に
よ
る
連
携
強
化
を
深

め
ま
す
。
ま
た
、
消
防
団
詰

所
の
改
築
や
防
犯
カ
メ
ラ
の

増
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、

高
齢
者
を
対
象
と
し
た
運
転

免
許
自
主
返
納
支
援
事
業
を

実
施
す
る
な
ど
、
町
民
が
安

全
に
か
つ
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
各
種
施
策
を
展
開
し

ま
す

■
消
費
者
行
政
の
充
実

　
町
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相
談

員
の
増
員
な
ど
に
よ
る
相
談

体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す

　
今
後
も
都
市
機
能
の
充
実
を

期
す
る
た
め
、
新
総
合
計
画
と

新
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

に
基
づ
き
、
基
盤
整
備
を
着
実

に
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

■
道
路
整
備

　
生
活
圏
道
路
や
歩
道
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
な
ど
の
整
備
を

は
じ
め
、
懸
案
の
東
毛
広
域

幹
線
道
路
の
早
期
全
線
整
備

と
併
せ
、
当
該
道
路
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
と
な
る
町
道
部

分
の
拡
幅
整
備
な
ど
、
道
路

網
の
整
備
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
新
た
に
道
路
台
帳
や
白

地
図
の
電
子
化
を
行
い
、
事

務
作
業
な
ど
の
効
率
化
を
図

り
ま
す

■
公
園
・
緑
地

　
緑
化
基
金
を
活
用
し
、
大
切

な
緑
の
保
全
な
ど
に
努
め
る

と
と
も
に
、
遊
具
な
ど
の
更

新
や
災
害
時
の
避
難
場
所
と

し
て
防
災
機
能
の
役
割
が
十

分
に
果
た
せ
る
よ
う
適
正
な

維
持
管
理
を
行
い
ま
す

■
市
街
地
整
備

　
坂
田
古
氷
土
地
区
画
整
理
事

業
の
完
了
に
向
け
て
保
留
地

の
販
売
促
進
と
換
地
事
務
を

進
め
る
と
と
も
に
、
古
海
第

二
地
区
に
お
い
て
は
、
地
元

関
係
者
と
協
議
し
、
地
区
計

画
策
定
な
ど
の
取
組
を
進
め

さ
ら
な
る
都
市
機
能
の
充
実
を

基
盤
整
備

ま
す

■
河
川
の
整
備

　
現
在
、
県
事
業
と
し
て
災
害

に
強
い
一
級
河
川
休
泊
川
の

整
備
が
進
め
ら
れ
、
泉
橋
や

堰
の
橋
の
架
け
替
え
工
事
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す

■
水
路

　
昨
今
の
異
常
気
象
に
伴
う
集

中
豪
雨
な
ど
で
の
浸
水
被
害

を
未
然
に
防
止
す
る
観
点
か

ら
関
係
機
関
と
連
携
し
、
水

路
な
ど
の
改
修
整
備
の
促
進

に
努
め
ま
す

生
活
環
境

安
全
・
安
心
に
暮
ら
す
た
め
に

昨年行われ昨年行われたた
防災フェ防災フェアア

平成 23年度当初予算
協働によるまちづくり
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保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
の

機
能
を
生
か
し
、
保
健
・
医
療
・

福
祉
が
連
携
し
た
総
合
的
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ

う
、
関
係
機
関
お
よ
び
関
係
課

と
の
連
携
を
密
に
し
、
町
民
福

祉
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

■
保
健
・
医
療
の
充
実

　
国
の
臨
時
特
例
交
付
事
業
に

併
せ
、
接
種
費
用
補
助
事
業

と
し
て
、
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク

チ
ン
な
ど
の
予
防
接
種
を
実

施
し
ま
す

■
各
種
検
診

　
適
正
な
受
益
者
負
担
と
い
う

観
点
か
ら
、
低
所
得
者
に
配

慮
し
、
費
用
の
一
部
負
担
金

の
見
直
し
を
実
施
し
ま
す

■
福
祉
の
充
実

　
地
域
福
祉
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
「
地

域
福
祉
計
画
」
の
策
定
に
着

手
し
ま
す

■
障
害
者
福
祉

　「
第
四
次
大
泉
町
障
害
者
基

本
計
画
」
に
基
づ
き
、
障
害

者
の
自
己
実
現
を
支
援
し
、

と
も
に
生
き
る
地
域
づ
く
り

の
た
め
の
各
種
施
策
を
実
施

し
ま
す

■
子
育
て
支
援

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
を
実
施
す
る
と
と

も
に
、
学
童
保
育
時
間
に
つ

い
て
も
検
討
し
、
子
育
て
環

境
の
充
実
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
育
成
を
支
援

し
ま
す

■
高
齢
者
福
祉

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
心
豊
か

に
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、
社

会
参
加
な
ど
を
促
進
し
、
各

種
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
を
図
り
ま
す

■
社
会
保
障
の
充
実

　
国
民
健
康
保
険
事
業
の
健
全

な
財
政
を
堅
持
し
、
医
療
改

革
に
的
確
に
対
応
す
る
と
と

も
に
、
医
療
費
の
適
正
化
、

保
健
事
業
、
特
定
健
診
な
ど

を
実
施
し
、
住
民
の
健
康
づ

く
り
の
増
進
に
努
め
ま
す

■
介
護
保
険
事
業

　
介
護
予
防
事
業
の
充
実
を
図

り
、「
第
５
期
大
泉
町
高
齢
者

保
健
福
祉
計
画
」
を
策
定
し

ま
す

　
生
涯
学
習
を
根
底
に
据
え
、

心
身
と
も
に
健
康
で
創
造
力
豊

か
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

諸
施
策
を
実
施
し
ま
す
。

■
学
校
教
育

　
町
さ
く
ら
プ
ラ
ン
な
ど
の
町

費
補
助
教
員
の
配
置
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
授
業
改
善

推
進
事
業
の
学
校
を
指
定

し
、
基
礎
・
基
本
を
大
切
に

し
た
分
か
る
授
業
の
展
開
に

努
め
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人

子
女
教
育
や
小
学
校
英
語
教

育
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も

に
、
教
育
相
談
、
適
応
指
導

教
室
の
充
実
や
家
庭
・
地
域
・

関
係
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
い
じ
め
の
根
絶
や
不
登

校
児
童
生
徒
へ
の
対
応
に
努

め
ま
す
。
南
中
学
校
に
つ
い

て
は
、
年
内
に
新
校
舎
が
完

成
し
、
３
学
期
か
ら
新
校
舎

で
授
業
を
開
始
し
ま
す
。
ま

た
、
町
公
立
学
校
施
設
耐
震

化
計
画
に
よ
り
、
教
育
環
境

の
整
備
を
推
進
し
ま
す

■
生
涯
学
習

　
公
民
館
、
図
書
館
な
ど
の
社

会
教
育
施
設
を
拠
点
と
し
、

町
民
の
多
様
化
す
る
学
習

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
生

涯
の
各
時
期
に
応
じ
た
学
習

機
会
と
学
習
情
報
の
提
供
に

努
め
ま
す

■
青
少
年
の
健
全
育
成

　
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
し
、

各
種
の
健
全
育
成
活
動

や
青
少
年
の
体
験
・
交
流

活
動
な
ど
の
充
実
を
図

り
ま
す

■
人
権
教
育

　
人
権
尊
重
社
会
の
実
現

に
向
け
、
町
ぐ
る
み
人
権

教
育
推
進
大
会
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
教
育
の
場
を
通

じ
て
人
権
教
育
や
啓
発

活
動
を
推
進
し
ま
す

生
涯
学
習

■
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
振
興

　
ス
ポ
ー
ツ
団
体
を
育
成
し
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
文
化
む
ら

な
ど
の
施
設
を
活
用
し
た
町

民
の
芸
術
文
化
活
動
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
出
土
資
料

の
整
理
・
充
実
を
図
り
、
文

化
財
の
保
存
・
伝
承
に
努
め

ま
す

保
健
福
祉

町
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
る

創
造
力
豊
か
な
人
材
育
成
を

昨年行われ昨年行われたた
高齢者身体障害者スポーツ高齢者身体障害者スポーツ大大会会

おもしろ科学教室の様子
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■
行
財
政
運
営

　
自
己
決
定
・
自
己
責
任
の
原

則
に
基
づ
き
、
自
立
的
な
行

財
政
運
営
を
継
続
す
る
た
め

に
も
、
限
ら
れ
た
経
営
資
源

を
最
大
限
活
用
し
、
簡
素
で

効
率
的
運
営
に
努
め
ま
す
。

最
終
年
次
と
な
る
第
４
次
行

政
改
革
大
綱
を
ふ
ま
え
、
新

た
な
行
政
改
革
大
綱
の
策
定

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
行
政

評
価
シ
ス
テ
ム
を
実
効
的
に

運
用
し
、
事
務
事
業
の
改
善

を
図
る
と
と
も
に
、
人
材
育

成
方
針
に
基
づ
き
、
職
員
の

意
識
改
革
、
資
質
の
向
上
を

図
り
、
よ
り
人
材
を
い
か
す

効
率
的
な
組
織
の
構
築
に
努

め
ま
す

■
新
総
合
計
画
と
協
働

　
新
年
度
は
、「
み
ん
な
で
考

え
、
み
ん
な
で
進
め
る
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
本
理
念
と
す

る
新
総
合
計
画
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
は
、
町
民
と
行
政
が
公
共

サ
ー
ビ
ス
を
担
う
主
体
で
あ

る
と
の
認
識
が
必
要
で
す
。

新
た
に
策
定
し
た
「
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針
」
を

基
本
に
し
、（
仮
称
）
元
気
な

地
域
支
援
事
業
を
創
設
し
、

本
町
の
強
み
で
あ
る
地
域
の

 絆
 を
よ
り
い
っ
そ
う
深
め
る

き
ず
な

な
ど
、
町
民
と
行
政
が
良
好

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
新

た
な
公
共
の
仕
組
み
を
確
立

す
る
た
め
の
体
制
を
整
備
し

ま
す

■
広
報
広
聴
活
動

　
各
種
情
報
媒
体
を
使
っ
て
情

報
を
発
信
し
、
わ
か
り
や
す

い
広
報
広
聴
活
動
を
行
い
ま

す
■
人
権
対
策
・
男
女
共
同
参
画

　
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
こ

と
の
重
要
さ
を
理
解
し
て
い

た
だ
く
た
め
の
総
合
的
な
施

策
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す

■
外
国
人
住
民
と
の
共
生

　「
秩
序
あ
る
多
文
化
共
生
」
を

推
進
す
る
た
め
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
取

り
組
み
ま
す

用
し
、
失
業
予
防
と
雇
用
の

安
定
を
図
る
と
と
も
に
、
県

緊
急
雇
用
創
出
基
金
事
業
を

継
続
実
施
し
、
雇
用
の
創
出

を
図
り
ま
す

■
観
光
振
興

７
月
か
ら
９
月
に
か
け
て

行
わ
れ
る
群
馬
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
契
機
に
、
今
後
も
観

光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、

国
際
色
豊
か
な
、
本
町
の

特
色
を
生
か
し
た
観
光
振

興
を
図
り
ま
す

　
工
業
、
商
業
、
農
業
の
バ
ラ

ン
ス
良
い
発
展
に
よ
り
、
町
に

「
活
気
と
賑
わ
い
」を
取
り
戻
す

こ
と
は
早
急
な
課
題
で
す
。

■
工
業
振
興

企
業
と
情
報
交
換
を
す
る
中

で
、
引
き
続
き
ト
ッ
プ
セ
ー

ル
ス
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

「
大
泉
町
も
の
づ
く
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
と
連
携

を
図
る
と
と
も
に
、
小
口
資

金
融
資
の
返
済
期
間
を
延
長

す
る
な
ど
、
各
種
支
援
を
行

い
ま
す

■
商
業
振
興

商
工
会
と
連
携
し
、
商
店
街

の
空
き
地
や
空
き
店
舗
の
活

用
方
法
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
活
性
化
策
と
し
て
、
今

年
度
も
プ
レ
ミ
ア
ム
消
費
券

の
発
行
を
補
助
し
ま
す

■
農
業
振
興

後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
育

成
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
認
定
農
業
者
の
育
成
、

集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
の

取
組
を
推
進
し
ま
す

■
勤
労
者
行
政

雇
用
調
整
助
成
金
制
度
を
活

行
財
政
と
協
働

限
ら
れ
た
経
営
資
源
を
活
用

主
な
新
規
事
業

町
に
活
気
と
 賑
 わ
い
を

に
ぎ

産
業
振
興

昨年のカルナバルの様子

・
町
消
防
団
第
１
分
団
第
２

部
詰
所
改
築

・
町
発
足
　
周
年
事
業

５５

・
住
民
情
報
シ
ス
テ
ム
推
進

事
業

・
（
仮
称
）元
気
な
地
域
支
援

事
業

・
地
域
福
祉
計
画
策
定
事
業

・
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
委
託
事
業

・
東
児
童
館
管
理
運
営
委
託

事
業

・
子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
事
業

・
旅
券
事
務
事
業

・
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
推
進
事
業

・
遊
水
池
維
持
管
理
事
業

・
町
地
形
図
デ
ー
タ
ー
作
成

業
務
委
託

・
１
ブ
ロ
ッ
ク
町
道
　
号
線

４５

道
路
拡
幅
改
良
工
事

・
県
営
事
業
・
堰
の
橋
架
替

工
事
地
元
負
担
金

・
町
木
造
住
宅
耐
震
改
修
事

業
・
実
施
設
計
等
事
前
調
査
委

託
事
業

・
第
一
浄
排
水
場
電
気
計
装

設
備
等
更
新
工
事
実
施
設

計
業
務
委
託

・
学
校
耐
震
改
修
事
業

平成 23年度当初予算
協働によるまちづくり
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国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
を
対
象
に
、
５
月
か
ら

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
ま

す
。　

歳
以
上
の
人
（
後
期
高

６５

齢
者
医
療
保
険
加
入
者
含
む
）

は
６
・
７
月
に
実
施
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
特
定
健
康
診
査
は
、
各
医
療

保
険
者
ご
と
に
行
わ
れ
る
、
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に

着
目
し
た
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
健
診
で
す
。
年
一
回
は

定
期
的
に
健
診
を
受
け
て
、
自

分
の
健
康
状
態
を
確
認
す
る
と

と
も
に
、
生
活
習
慣
病
の
予
防

に
役
立
て
ま
し
ょ
う
。

　
特
定
健
康
診
査
対
象
者
に

は
、
事
前
に
通
知
し
ま
す
。な
お
、

国
民
健
康
保
険
以
外
の
保
険
に

加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、
現
在
ご

加
入
の
保
険
者
に
実
施
方
法
な

ど
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

□
日
時
・
場
所
　
表
の
と
お
り

□
対
象
（
年
齢
基
準
日
は
平
成

　
年
３
月
　
日
）　
　
歳
～

２４

３１

４０

　
歳
の
国
民
健
康
保
険
に
加

６４入
し
て
い
る
人

□
内
容
　
身
体
測
定
、
腹
囲
測

定
、
検
尿
、
問
診
、
血
圧
測

定
、
医
師
の
診
察
、
血
液
検

査
（
肝
機
能
・
脂
質
・
血
糖
）、

選
択
検
査
（
医
師
が
必
要
と

認
め
た
人
に
は
、
心
電
図
・

眼
底
・
貧
血
検
査
）

□
持
参
す
る
物
　
国
民
健
康
保

険
証
、郵
送
さ
れ
た
受
診
票
、

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
人
）

□
費
用
　
１
０
０
０
円

※
町
県
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
、
健
診
を
受
け
る
前
日
ま
で

に
国
民
健
康
保
険
課
へ
申
請
す

る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
金

が
免
除
さ
れ
ま
す
。詳
し
く
は
、

国
民
健
康
保
険
課
へ
。

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
　

特
定
健
康
診
査
を
実
施
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

場　所日　時

吉田東公民館

午前８時３０分～
１１時

昭１９日

５月

東部公民館晶２０日

北部公民館捷２３日

寄木戸南公民館昇２４日

保健福祉
総合センター

昭２６日

晶２７日

捷３０日

昇３１日

保健福祉
総合センター

午前８時３０分～
１１時

昌１日

６月

昭２日

掌５日

掌２６日

捷２７日

※いずれの会場でも受診できますので、

希望する会場へお越しください。

■特定健康診査日程表

　
町
で
は
、
運
動
習
慣
の
定
着

に
向
け
た
「
毎
月
１
日
運
動
の

日
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
５
月
　
日
昇
、
６
月

１０

７
日
昇
、
７
月
　
日
昇
、
８
月

１９

　
日
昇
　
午
後
１
時
　
分
～

２３

３０

３
時
　
分
３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
や
さ
し
い
サ
ー
キ
ッ

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
と
有
酸
素
運
動

を
交
互
に
行
い
、
脂
肪
を
燃

焼
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

□
講
師
　
梶
田
満
里
子
さ
ん

（
健
康
運
動
指
導
士
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り

２０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課

へ
直
接
、
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き

る
服
装
、
上
履
き
用
の
運
動

靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
ダ

ン
ベ
ル
（
貸
出
あ
り
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
。

運
動
習
慣
の
定
着
へ
　

毎
月
１
日
運
動
の
日

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２
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町
で
は
、
５
月
　
日
昭
か
ら

１９

各
種
検
診
を
実
施
し
ま
す
。

　
各
種
検
診
対
象
者
に
は
、
事

前
に
通
知
し
ま
す
。
通
知
書
の

届
か
な
い
人
で
も
、
次
に
該
当

す
る
人
は
受
診
で
き
ま
す
の

で
、
直
接
会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
通
知
書
の
届
い

た
人
で
既
に
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診

を
受
け
た
人
は
、
そ
の
旨
を
通

知
書
に
記
入
し
、
最
寄
り
の
会

場
、
ま
た
は
健
康
づ
く
り
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
各
種
検
診
の
年
齢
基

準
日
は
平
成
　
年
３
月
　
日
現

２４

３１

在
で
す
。
各
種
検
診
に
つ
い
て

の
日
程
・
会
場
な
ど
は
広
報
お

お
い
ず
み
４
月
　
日
号
・
５
月

２５

　
日
号
最
終
ぺ
ー
ジ
の
保
健
カ

２５レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
結
核
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
】

□
対
象
　
学
校
や
会
社
な
ど

で
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
診
を
受

け
て
い
な
い
　
歳
以
上
の
人

４０

□
費
用
　
無
料

【
 喀
  痰
 検
査
】

か
く
 た
ん

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
人
（
一

４０

定
量
以
上
の
喫
煙
者
な
ど
に

は
、
痰
の
検
査
を
勧
め
て
い

ま
す
）

□
費
用
　
５
０
０
円
（
喀
痰
提

出
時
に
料
金
を
お
預
か
り
し

ま
す
）

【
 前
  立
  腺
 が
ん
検
診
】

ぜ
ん
 り
つ
 
せ
ん

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
男
性

５０

□
内
容
　
問
診
、血
液
検
査（
Ｐ

Ｓ
Ａ
検
査
）

□
費
用
　
５
０
０
円

【
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
】

□
対
象
　
　
歳
の
男
女

４０

□
内
容
　
問
診
、血
液
検
査（
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
・
Ｈ

Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
）

□
費
用
　
５
０
０
円

【
骨
密
度
検
診
】

□
対
象
　
　
・
　

・
　

・
　

・

４０

４５

５０

５５

　
・
　

・
　

歳
の
女
性

６０

６５

７０

□
内
容
　
超
音
波
に
よ
る
、
か

か
と
の
骨
密
度
測
定
（
器
械

に
か
か
と
を
の
せ
る
だ
け
で

検
査
は
済
み
ま
す
）
。
当
日

は
、
は
だ
し
に
な
り
や
す
い

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い

□
費
用
　
５
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
町
県

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
検

診
日
前
日
ま
で
に
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
、
自
己
負
担
金
が
免

除
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
健

康
づ
く
り
課
へ
。

　町内の各行政区でご活躍いただいてい

る区長さんですが、４月から８人が交替

になりました。退任された区長さんには、

長い間、町行政のためにご協力いただき、

大変ありがとうございました。

　また、新しく区長さんになられた皆さ

んには、町と地域を結ぶパイプ役として、

これからのご活躍を期待します。

※詳しくは、総務課法規行政係（内線

２２２）へ。

新年度の区長さんを
紹介します

１年間よろしくお願いします

健
康
状
態
を
確
認
！
　

各
種
検
診
を
実
施
し
ま
す

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２

電話番号区長名新任行政区

緯６２・３８９６大 塚 圭 介１区

緯６３・５１９１濵野榮二郎２区

緯６３・３７６２安 齋 啓 三３区

緯６３・０６３８飯 島 武 一４区

緯６３・２８３５野 村 文 夫○５区

緯６３・２４５３小 林 錦 司６区

緯６３・１１６９山 岸 昭 男７区

緯６２・２２７１家 泉 昌 夫８区

緯６３・０６４６對比地成之９区

緯６２・２５２１関　 克 守１０区

緯６３・１３３３岩 蒼 正 男１１区

緯６２・２５９１沖 田　 博○１２区

緯６３・５０４７　 川　 勝１３区

緯６３・７０７２佐久間忠夫○１４区

緯６３・２００９林 中 信 孝○１５区

緯６３・０２１２佐野古志郎１６区

緯６２・３０７３三 吉　 典１７区

緯６２・６００８木 村　 稔○１８区

緯６２・２９２１岩 瀬 清 志１９区

緯６３・１６５６岩 瀬 正 行２０区

緯６３・９８４６小 林 一 夫○２１区

緯６３・２３７２柿 沼 義 男２２区

緯６３・４００９出 口 雅 司２３区

緯６３・２３２３町 田 行 男２４区

緯６２・５２６９羽 吹 忠 夫２５区

緯６３・１６１２矢 嶋　 昇○２６区

緯６３・３１９１呉 谷 秀 雄○２７区

緯６３・４９３４吉 田　 健２８区

緯６３・５５４１神 田　 勉２９区

緯６２・６２４０野 口 三 男３０区

■平成２３年度各行政区の区長さん（敬称略）
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町
で
は
、
平
成
　
年
度
狂
犬

２３

病
予
防
集
合
注
射
を
次
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。

　
狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
生
後

　
日
以
上
の
犬
を
飼
わ
れ
て
い

９１る
人
に
は
、
登
録
と
毎
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
犬
を
飼
わ
れ
て
い
る
人
（
小

型
犬
や
室
内
犬
で
も
）
は
、
必

ず
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
会
場

で
登
録
も
で
き
ま
す
の
で
、
ま

だ
済
ん
で
い
な
い
犬
は
登
録
を

し
て
く
だ
さ
い
。

□
登
録
　
犬
の
生
涯
に
１
回

□
狂
犬
病
予
防
注
射
　
毎
年
１

回
□
日
時
・
場
所
　
下
表
の
と
お

り
□
費
用

・
注
射
の
み（
登
録
済
み
の
犬
）

の
場
合
…
３
３
０
０
円

・
登
録
と
注
射
の
場
合
…

６
３
０
０
円

□
そ
の
他

・
館
林
地
区
獣
医
師
会
所
属
の

動
物
病
院
で
も
、
登
録
と
注

射
を
毎
年
　
月
ま
で
の
期
間

１２

随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
集
合

注
射
期
間
に
注
射
を
受
け
ら

れ
な
か
っ
た
場
合
は
動
物
病

院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
料
金
な
ど
異
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
各
動
物

病
院
に
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
・
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
・
飼
い

主
が
変
わ
っ
た
な
ど
、
登
録

内
容
に
変
更
が
生
じ
た
と
き

は
環
境
課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い

【
犬
の
登
録
な
ど
の
手
数
料
収

納
事
務
委
託
】

　
町
で
は
、
犬
の
登
録
な
ど
の

手
数
料
の
収
納
事
務
に
つ
い

て
、
鋤
県
獣
医
師
会
（
館
林
地

区
獣
医
師
会
）
に
委
託
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
委
託
し
た
収
納
事
務
　
登

録
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

の
交
付
、
鑑
札
の
再
交
付
お

よ
び
狂
犬
病
予
防
注
射
済
票

の
再
交
付
手
数
料

【
犬
の
ふ
ん
の
適
切
な
処
理
方

法
】
　
河
川
敷
や
田
ん
ぼ
道
、
畑
な

ど
に
犬
の
ふ
ん
を
放
置
し
て
い

く
人
に
は
、
大
勢
の
人
が
迷
惑

し
て
い
ま
す
。
散
歩
の
と
き
な

ど
、
自
分
の
犬
が
し
た
ふ
ん
は

必
ず
飼
い
主
自
身
が
片
付
け
ま

し
ょ
う
。　
　
　

　
ま
た
、
犬
の
ふ
ん
は
自
宅
の

庭
に
埋
め
る
か
、「
燃
え
る
ご

み
」と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
み
と
し
て
出
す
と
き
は
、
中

身
が
飛
び
散
ら
な
い
よ
う
に
ビ

ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
、
ま
と

め
て
出
さ
ず
少
量
ず
つ
出
す
よ

う
に
お
願
い
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

平
成
　
年
度
　

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
を
実
施
し
ま
す

２３

環
境
課
　
　
　
　
内
線
１
３
２

実施場所・時間期日

吉田西公民館

午後２時３０分～

３時

吉田東公民館

午後１時～２時

古海西公民館

午前１１時～

１１時３０分

仙石公民館

午前９時３０分～

１０時３０分

５月

１０日昇

東部公民館

午後２時～３時

第５区公民館

午後１時～

１時３０分

北部公民館

午前１０時３０分～

１１時３０分

城部公民館

午前９時～１０時１１日昌

古氷公民館

午後２時～３時

寄木戸北公民館

午後１時～

１時３０分

寄木戸南公民館

午前１０時３０分～

１１時３０分

丘山町公民館

午前９時３０分～

１０時

１２日昭

中部公民館

午後１時～

２時３０分

西部公民館

午前１１時～

１１時３０分

坂田東公民館

午前１０時～

１０時３０分

坂田西公民館

午前９時～

９時３０分

１３日晶

役場西側駐車場　午前９時～１１時３０分

※この日は混雑が予想されます。

できるだけ最寄りの会場でお願いします。

１４日松

■春の狂犬病予防注射日程表
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【
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
苗
を
配
布

し
ま
す
】

　
町
で
は
、
地
球
温
暖
化
に
関

心
を
持
ち
、
こ
の
夏
に
緑

の
カ
ー
テ
ン
を
始
め
る
と

宣
言
を
し
た
人
を
対
象

に
、
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
苗

を
配
布
し
ま
す
。

　
な
お
、
苗
を
入
れ
る
袋

は
各
自
で
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

□
苗
の
種
類
　
ニ
ガ
ウ
リ

□
対
象
　
夏
に
緑
の
カ
ー

テ
ン
を
始
め
、
生
育
状

況
の
記
録
や
写
真
を
提
出
で

き
る
人

□
配
布
数
　
３
０
０
ポ
ッ
ト

（
１
世
帯
２
ポ
ッ
ト
ま
で
。な

く
な
り
し
だ
い
終
了
）

□
費
用
　
無
料

【
廃
食
用
油
の
回
収
】

　
町
で
は
、
ご
み
の
減
量
化
と

水
質
浄
化
の
取
り
組
み
と
し

て
、
家
庭
で
使
用
済
み
の
も
の

や
、
賞
味
期
限
を
過
ぎ
た
食
用

油
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

□
回
収
す
る
油
　
植
物
性
お
よ

び
動
物
性
の
食
用
油
（
サ
ラ

ダ
油
、
コ
ー
ン
油
、
紅
花
油
、

ご
ま
油
、
ラ
ー
ド
な
ど
）

□
出
し
方

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
に
入
れ

て
、
当
日
会
場
へ
お
持
ち
く

だ
さ
い

・
凝
固
剤
な
ど
で
固
め
た
も
の

は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん

・
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
な
ど
の
鉱

物
油
は
回
収
し
ま
せ
ん
の

で
、
絶
対
に
混
ぜ
な
い
で
く

だ
さ
い

【
共
通
事
項
】

□
日
時
　
５
月
　
日
松
　
午
前

１４

　
時
～
正
午

１０
□
場
所
　
役
場
北
側
駐
車
場

※
詳
し
く
は
、
環
境
課
へ
。

※納期を守って納めましょう。詳しくは、収

納課（内線１５４）へ。

平成２３年度

納期を守りましょう！

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
苗
の
配
布
／
廃
食
用
油
の
回
収

環
境
課
　
　
　
　
内
線
１
３
２

納期限税目

  ２日捷５月１期固定資産税

３１日昇５月１期軽自動車税

３０日昭６月１期町県民税

　１日捷８月

２期

１期

１期

１期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３１日昌８月

２期

２期

２期

２期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３０日晶９月

３期

３期

３期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３１日捷１０月

３期

４期

４期

４期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

３０日昌１１月

３期

５期

５期

５期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２６日捷１２月

４期

６期

６期

６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

年

３１日昇

平成２４

１月

４期

７期

７期

７期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２９日昌２月

８期

８期

８期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

納期一覧表

昨年、南児童館で大きく育った
ニガウリの緑のカーテン
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町
で
は
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
検

診
を
実
施
し
ま
す
。

　
対
象
者
に
は
、
事
前
に
通
知

書
を
送
付
し
ま
す
が
、
通
知
書

の
届
か
な
い
人
で
も
該
当
す
る

人
は
受
診
で
き
ま
す
。

□
期
間
　
５
月
２
日
捷
～
７
月

　
日
松

３０
□
場
所
　
町
内
各
歯
科
医
院
 

（
電
話
を
し
て
か
ら
検
診
を

受
け
て
く
だ
さ
い
）

・
い
の
う
え
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

緯
　
・
４
６
７
０

６３

・
か
み
ふ
さ
歯
科
診
療
所

緯
　
・
０
２
４
６

６２

・
久
保
田
歯
科
医
院

緯
　
・
５
８
５
８

６２

・
小
西
歯
科
医
院

緯
　
・
５
９
５
２

６２

・
斉
藤
歯
科
医
院

緯
　
・
３
１
４
９

６２

・
斉
藤
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

緯
　
・
８
６
２
４

６２

・
高
志
歯
科
医
院

緯
　
・
１
１
０
３

２０

・
武
安
歯
科
医
院

緯
　
・
２
２
６
４

６２

・
平
沢
歯
科
医
院

緯
　
・
２
２
９
０

６２

・
福
田
歯
科
医
院

緯
　
・
７
２
７
７

６３

・
森
田
歯
科
医
院

緯
　
・
６
０
８
２

６２

□
対
象

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

４０

４６

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

４７

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

５０

３６

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

３７

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

６０

２６

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

２７

３１

生
ま
れ
）

・
　

歳
の
人
（
昭
和
　
年
４
月

７０

１６

１
日
～
昭
和
　
年
３
月
　
日

１７

３１

生
ま
れ
）

□
内
容
　
問
診
・
 口
  腔
 診
査

こ
う
 く
う

□
持
参
す
る
物
　
町
か
ら
送
付

さ
れ
た
通
知
書
・
保
険
証

□
費
用
　
１
０
０
０
円
（
検
診

時
に
歯
科
医
院
へ
お
支
払
い

く
だ
さ
い
。
精
密
検
査
や
治

療
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
は

別
料
金
と
な
り
ま
す
）

※
生
活
保
護
世
帯
、
町
県
民
税

非
課
税
世
帯
に
限
り
、
事
前
申

請
に
よ
り
自
己
負
担
金
を
免
除

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し

く
は
、
健
康
づ
く
り
課
へ
。

受
診
し
ま
し
ょ
う
！
　

歯
と
歯
ぐ
き
の
検
診

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
１
２
１

６２

 川  島 トヨ 子 さん（古海・６０歳）の体験談
かわ しま こ

　歯ぐきからの出血など症状がありましたが、痛

くなく、しばらく受診していませんでした。今回、

「歯と歯ぐきの検診」のお知らせが届き、よい機会

だと思い検診を受けました。検診を受けて良かっ

たことは、出血など原因となっていたむし歯が見

つかったことでした。先生から治療内容について、

わかりやすく丁寧な説明をしていただきました。

かなり進行しているむし歯だったようですが、抜

歯してしまうのではなく、長く使えるように、最大

限自分の歯を残した治療をしていただきました。

検診がきっかけで適切な治療に結びつき、歯ぐき

の出血などもなくなり快適に過ごしています。

　検診後は、朝晩、糸ようじと歯間ブラシを使っ

た丁寧な歯みがきを心がけています。８０歳に

なっても一生自分の歯で食べられるようにして

いきたいです。

ずっと大切にしたい　自分の歯

　
町
で
は
、
働
き
盛
り
の
男

性
を
対
象
に
し
た
「
働
く
男

の
ボ
ク
シ
ン
グ
エ
ク
サ
サ
イ

ズ
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
５
月
　
日
昌
・
　

１８

２５

日
昌
　
午
後
７
時
　
分
～

３０

９
時
　
分
３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー（
吉
田
２
４
６
５
）

□
内
容
　
ボ
ク
シ
ン
グ
エ
ク

サ
サ
イ
ズ

□
講
師
　
秋
山
賢
一
氏
（
日

本
体
育
協
会
公
認
ス
ポ
ー

ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
・
エ
ア

ロ
ビ
ッ
ク
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
）

□
対
象
　
町
内
在
住
の
男
性

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な

２０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り

課
へ
直
接
、
ま
た
は
電
話

で
申
し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で

き
る
服
装
、
上
履
き
用
の

運
動
靴
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物
（
水
分
補
給
の
た
め
）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り

課
（
緯
　
・
２
１
２
１
）
へ
。

６２

働
く
男
の

ボ
ク
シ
ン
グ

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
教
室

大泉町役場　広報情報課

〒３７０-０５９５　大泉町日の出５５-１

緯６３・３１１１（内線２１５）
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国
民
健
康
保
険
ま
た
は
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
の
健
康
管
理
の
た
め
、

人
間
ド
ッ
ク
受
診
者
に
、
次
の

と
お
り
検
診
費
の
一
部
を
助
成

し
ま
す
。

□
対
象

・
町
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
る
人
で
、
国
民
健
康

保
険
税
の
滞
納
の
な
い
世
帯

の
人

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
で
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
を
滞
納
し

て
い
な
い
人

□
申
請
方
法
　
医
療
機
関
で
人

間
ド
ッ
ク
検
診
を
受
け
、
国

民
健
康
保
険
課
へ
必
要
書
類

を
持
参
し
、
申
請
す
る

□
持
参
す
る
物
　
人
間
ド
ッ
ク

検
診
費
の
領
収
書
、
検
診
結

果
報
告
書
、
国
民
健
康
保
険

証
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
証
、
預
金
通
帳
、
世
帯

主
の
印
鑑
（
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

は
、
本
人
の
印
鑑
）

□
助
成
金
額
　
人
間
ド
ッ
ク
検

診
費
の
助
成
は
、
次
の
金
額

を
上
限
に
検
診
費
の
６
割
の

額
を
助
成
し
ま
す

・
日
帰
り
ド
ッ
ク
…

２
万
２
０
０
０
円

・
一
泊
ド
ッ
ク
…

３
万
９
０
０
０
円

・
脳
ド
ッ
ク
…
３
万
円

※
日
帰
り
ま
た
は
一
泊
に
つ
き

ま
し
て
は
１
年
に
１
度
、
脳

ド
ッ
ク
に
つ
き
ま
し
て
は
５
年

に
１
度
の
助
成
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
民

健
康
保
険
課
へ
。

【下水道供用開始区域の縦覧】

　町では、５月１日から新たに１３．８ｈａの区

域を供用開始します。また、供用開始に伴う

縦覧を行います。

　なお、この供用開始区域は公共下水道事業

受益者負担金の賦課対象区域になります。

□縦覧期間　４月１２日昇～２５日捷（土・日

曜日を除く）

□縦覧場所　下水道課

□縦覧内容　供用開始日、区域、排水施設の

位置など

【下水道補助制度】

　町では、下水道が供用開始となった区域で、

下水道に接続する人に補助制度を設けていま

す。

□対象　下水道供用開始後、３年以内に接続

する人（ただし、受益者負担金、町税など

滞納がないこと）

□利用できる制度

・浄化槽廃止補助金

・水洗便所改造資金等融資あっせん、利子補給

※詳しくは、下水道課（内線１６２）へ。

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
一
部
を
助
成

国
民
健
康
保
険
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

下水道課からの
お知らせ

■供用開始区域図

凡　例
２５７．０ ha認可区域
２０７．０ ha既供用開始済み区域
１３．８ ha５月１日供用開始区域

　
地
デ
ジ
の
準
備
に
当
た

り
、「
何
を
す
れ
ば
よ
い
か
分

か
ら
な
い
」
と
い
う
人
や
「
テ

レ
ビ
を
買
っ
た
の
に
デ
ジ
タ

ル
放
送
を
受
信
で
き
な
い
」

と
い
う
人
に
は
、
デ
ジ
サ
ポ

（
総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支

援
セ
ン
タ
ー
）
が
お
手
伝
い

し
ま
す
。
ま
ず
は
デ
ジ
サ
ポ

へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
デ
ジ
サ
ポ
群

馬
（
緯
０
２
７
・
２
０
２
・

１
１
０
０
）
へ
。

地
デ
ジ
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か
？
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町
で
は
、
４
月
１
日
付
け
で

職
員
（
新
規
採
用
お
よ
び
退
職

者
を
含
む
）
の
人
事
異
動
を
行

い
ま
し
た
。

【
部
長
】

■
住
民
経
済
部
長
　
岩
瀬
寿
夫

（
住
民
経
済
部
商
工
課
長
）昇

格
■
都
市
建
設
部
長
　
荻
野
久
一

（
都
市
建
設
部
副
部
長
）昇
格

【
副
部
長
】

■
会
計
管
理
者
　
鹿
沼
邦
博

（
総
務
部
副
部
長
）

【
課
長
】

■
総
務
部

□
秘
書
課
長
　
金
井
伯
夫
（
総

務
部
総
務
課
課
長
補
佐
）
昇

格
□
総
務
課
長
　
服
部
吉
弥
（
総

務
部
秘
書
課
長
）

□
契
約
検
査
課
長
　
恩
田
多
加

志
（
都
市
建
設
部
土
木
課
土

木
係
長
）
昇
格

■
健
康
推
進
部

□
国
民
健
康
保
険
課
長
　
岩
瀬

一
（
健
康
推
進
部
長
寿
支
援

課
長
寿
支
援
係
長
）
昇
格

■
住
民
経
済
部

□
住
民
課
長
　
安
野
英
夫
（
会

計
課
長
）

□
商
工
課
長
　
峯
﨑
平
弥
（
健

康
推
進
部
国
民
健
康
保
険
課

長
）

■
都
市
建
設
部

□
建
築
課
長
　
新
井
尚
雄
（
財

務
部
税
務
課
課
長
補
佐
）
昇

格
□
都
市
整
備
課
長
　
大
谷
俊
行

（
都
市
建
設
部
都
市
整
備
課

課
長
補
佐
）
昇
格

■
生
活
環
境
部

□
環
境
課
長
　
松
島
則
光
（
財

務
部
収
納
課
収
納
係
長
）
昇

格
■
会
計
課
長
（
会
計
管
理
者
兼

務
）　
鹿
沼
邦
博

■
農
業
委
員
会
事
務
局
長
（
住

民
経
済
部
長
兼
務
）　
岩
瀬

寿
夫

【
課
長
補
佐
】

■
社
会
福
祉
部

□
子
育
て
支
援
課
南
保
育
園
長

荻
野
貴
代
美
（
社
会
福
祉
部

子
育
て
支
援
課
南
児
童
館

長
）
昇
格

□
子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
長

福
田
紀
子
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
北
保
育
園
副
園

長
）
昇
格

■
生
活
環
境
部

□
水
道
課
浄
配
水
場
長
　
毒
嶋

一
夫
（
生
活
環
境
部
水
道
課

浄
配
水
場
副
場
長
）
昇
格

■
教
育
部

□
生
涯
学
習
課
図
書
館
長
　
吉

川
昌
克
（
社
会
福
祉
部
福
祉

課
社
会
福
祉
係
長
）
昇
格

【
係
長
】

■
総
務
部

□
総
務
課
人
事
係
長
　
小
林
　

宏
（
総
務
部
総
務
課
人
事
係

主
査
）
昇
格

□
契
約
検
査
課
契
約
検
査
係
長

（
契
約
検
査
課
長
兼
務
）　
恩

田
多
加
志

■
財
務
部

□
税
務
課
資
産
税
係
長
　
岩
瀬

光
裕
（
健
康
推
進
部
国
民
健

康
保
険
課
国
民
健
康
保
険
係

主
幹
）
昇
任

□
収
納
課
収
納
係
長
　
高
橋
直

樹
（
財
務
部
財
政
課
財
政
係

主
査
）
昇
格

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
社
会
福
祉
係
長
　
大

澤
慎
哉
（
教
育
部
生
涯
学
習

課
生
涯
学
習
係
長
）

□
福
祉
課
社
会
福
祉
係
総
括
保

健
師
　
岩
瀬
良
子
（
社
会
福

祉
部
福
祉
課
社
会
福
祉
係
主

４
月
１
日
付
け
　

町
職
員
の
人
事
異
動

町のためにがんばります（新規採用職員）
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幹
）
昇
任

□
子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
副

園
長
　
柿
沼
ふ
じ
代
（
社
会

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
北
保

育
園
主
幹
）
昇
任

□
子
育
て
支
援
課
南
児
童
館
長

坂
本
幸
江
（
財
務
部
税
務
課

固
定
資
産
税
主
幹
）
昇
任

■
健
康
推
進
部

□
長
寿
支
援
課
長
寿
支
援
係
長

宮
澤
正
彦
（
健
康
推
進
部
長

寿
支
援
課
長
寿
支
援
係
主

幹
） 
昇
任

□
健
康
づ
く
り
課
健
康
づ
く
り

係
総
括
保
健
師
　
池
谷
正
子

（
健
康
推
進
部
健
康
づ
く
り

課
健
康
づ
く
り
係
主
幹
）
昇

任
■
都
市
建
設
部

□
土
木
課
土
木
係
総
括
技
官
　

大
塚
明
美
（
生
活
環
境
部
下

水
道
課
下
水
道
係
総
括
技

官
）

■
生
活
環
境
部

□
下
水
道
課
下
水
道
係
総
括
技

官
　
今
井
靖
浩
（
生
活
環
境

部
下
水
道
課
下
水
道
係
技

幹
）
昇
任

■
教
育
部

□
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係
長

並
木
　
守
（
住
民
経
済
部
住

民
課
住
民
係
主
幹
）
昇
任

【
課
員
】

■
総
務
部

□
総
務
課
　
松
本
麻
里
（
新
規

採
用
）、課
付（
群
馬
県
派
遣
）

村
田
学
史（
財
務
部
収
納
課
）

□
安
全
安
心
課
　
関
田
英
夫

（
新
規
採
用
）

■
企
画
部

□
広
報
情
報
課
　
野
辺
陽
一
郎

（
都
市
建
設
部
建
築
課
）

□
国
際
協
働
課
　
栗
原
正
幸

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
）、
服

部
一
江
（
新
規
採
用
）

■
財
務
部

□
財
政
課
　
久
保
田
研
二
（
群

馬
県
派
遣
）

□
税
務
課
　
持
田
一
也
（
企
画

部
広
報
情
報
課
）、北
詰
奈
央

実
（
新
規
採
用
）、
福
田
信
之

（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
）

□
収
納
課
　
木
村
寛
誉
（
都
市

建
設
部
都
市
整
備
課
）、木
村

健
司
（
新
規
採
用
）、
宮
原
　

慶（
群
馬
県
実
務
研
修
職
員
）

■
社
会
福
祉
部

□
福
祉
課
　
川
幡
ひ
と
み
（
住

民
経
済
部
商
工
課
）、吉
橋
貴

子
（
生
活
環
境
部
水
道
課
）

□
子
育
て
支
援
課
南
保
育
園
　

君
島
美
鈴
（
西
保
育
園
）、
小

林
里
菜
（
新
規
採
用
）

□
子
育
て
支
援
課
北
保
育
園
　

近
末
郁
美
（
南
保
育
園
）、
武

田
詠
里
子
（
新
規
採
用
）

□
子
育
て
支
援
課
西
保
育
園
　

田
部
井
奈
々
（
北
保
育
園
）

□
子
育
て
支
援
課
西
児
童
館
　

渡
辺
秀
唯
（
北
保
育
園
）

■
健
康
推
進
部

□
長
寿
支
援
課
　
湯
澤
孝
太
郎

（
都
市
建
設
部
都
市
整
備

課
）、
岡
部
仁
美
（
健
康
推
進

部
健
康
づ
く
り
課
）

□
国
民
健
康
保
険
課
　
石
井
美

智
子
（
教
育
部
庶
務
課
）

□
健
康
づ
く
り
課
　
竹
村
範
江

（
健
康
推
進
部
長
寿
支
援

課
）、
石
井
智
子
（
教
育
部
学

校
教
育
課
）

■
住
民
経
済
部

□
住
民
課
　
大
塚
公
美
代
（
社

会
福
祉
部
福
祉
課
）、須
永
真

希
夫（
住
民
経
済
部
商
工
課
）

□
商
工
課
　
萩
口
由
恵
（
住
民

経
済
部
住
民
課
）
、横
田
い
づ

み
（
住
民
経
済
部
住
民
課
）
、

齊
藤
輝
男
（
新
規
採
用
）

■
都
市
建
設
部

□
建
築
課
　
井
田
卓
宏
（
財
務

部
収
納
課
）

□
都
市
整
備
課
　
野
口
昌
範

（
教
育
部
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振

興
課
）

■
生
活
環
境
部

□
下
水
道
課
　
井
下
田
貴
教

（
新
規
採
用
）

□
水
道
課
　
松
澤
明
美
（
財
務

部
税
務
課
）

□
水
道
課
浄
配
水
場
　
伊
藤
博

康
（
水
道
課
）

■
教
育
部

□
庶
務
課
　
青
木
美
保
（
財
務

部
税
務
課
）

□
学
校
教
育
課
　
安
達
美
樹

（
健
康
推
進
部
健
康
づ
く
り

課
）

□
生
涯
学
習
課
　
坂
本
泰
斗

（
新
規
採
用
）

□
ス
ポ
ー
ツ
文
化
振
興
課
　
三

井
小
百
合
（
社
会
福
祉
部
子

育
て
支
援
課
）

■
大
泉
町
外
二
町
環
境
衛
生
施

設
組
合
派
遣
　
栗
原
健
児

（
企
画
部
国
際
協
働
課
）

【
退
職
者
】

　
大
野
節
雄
（
住
民
経
済
部

長
）・
神
谷
隆
夫
（
都
市
建
設

部
長
）・
窓
野
敏
彦
（
総
務
部

契
約
検
査
課
長
）・
川
島
英
一

（
住
民
経
済
部
住
民
課
長
）・

松
本
惠
夫
（
都
市
建
設
部
建

築
課
長
）・
對
比
地
良
明
（
生

活
環
境
部
環
境
課
長
）・
松
島

宜
子
（
社
会
福
祉
部
子
育
て

支
援
課
南
保
育
園
長
）・
植
松

俊
子
（
社
会
福
祉
部
子
育
て

支
援
課
北
保
育
園
長
）・
筑
比

地
貞
夫
（
生
活
環
境
部
水
道

課
浄
配
水
場
長
）・
中
本
好
子

（
教
育
部
生
涯
学
習
課
図
書

館
長
）・
大
野
富
美
子
（
社
会

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
東
児

童
館
長
）・
田
畑
雅
江
（
社
会

福
祉
部
子
育
て
支
援
課
西
保

育
園
調
理
技
手
）・
茂
木
卓
也

（
社
会
福
祉
部
子
育
て
支
援

課
南
保
育
園
主
任
主
事
）
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町
商
工
会
で
は
、
町
の
支

援
を
受
け
、
町
内
の
取
扱
店

で
使
え
る
期
間
限
定
の
プ
レ

ミ
ア
ム
付
消
費
券
を
発
売
す

る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
取
扱

店
を
募
集
し
ま
す
。

　
町
内
で
事
業
を
営
む
人

は
、
業
種
を
問
わ
ず
申
込
可

能
で
す
。
消
費
券
の
提
示
を

受
け
た
と
き
は
、
事
業
所
が

扱
う
全
て
の
業
務
（
物
販
・

サ
ー
ビ
ス
・
工
事
な
ど
）
に

対
し
て
現
金
と
同
様
に
扱
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
　
％
プ
レ
ミ
ア
ム
付
消
費

１５券
】

□
価
格
　
１
セ
ッ
ト
１
万
円

（
５
０
０
円
券
×
　
枚
）

２３

□
発
行
数
　
４
０
０
０
セ
ッ

ト
□
使
用
期
間
　
７
月
９
日
松
～

　
月
　
日
捷

１０

３１

※
消
費
券
の
販
売
に
つ
い
て

は
、
広
報
お
お
い
ず
み
５
月

　
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

２５す
。

　町観光協会では、毎月第４日

曜日にいずみ緑道花の広場で、

飲食店の屋台が立ち並ぶ、「活き

な世界のグルメ横丁」を開催し

ています。

　今月は、日本のほかブラジル、

エジプト、韓国、アラビアなど

の料理とポップ、ロック、フォー

クソングなどのパフォーマンス

をお楽しみいただけます。

□日時　４月２４日掌　午前１０

時～午後６時

□場所　いずみ緑道花の広場

※詳しくは、町観光協会（緯６１・

２０３８）へ。

取
扱
店
を

募
集
し
ま
す

活きな世界の
グルメ横丁

プ
レ
ミ
ア
ム
付
消
費
券
の

　
厚
生
労
働
省
よ
り
接
種
を
一
時

的
に
見
合
わ
せ
る
緊
急
連
絡
が
あ

り
ま
し
た
ヒ
ブ
お
よ
び
小
児
用
肺

炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
で
す
が
、
専
門

家
に
よ
る
検
討
会
を
実
施
し
た
結

果
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
死
亡
例
と

の
直
接
的
な
因
果
関
係
は
認
め
ら

れ
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
の
対
応
と
し
て
、
４
月
１
日
を

め
ど
に
接
種
の
再
開
を
準
備
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
こ
れ
を
受
け
、
準
備
が
整
い
し

だ
い
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
再
開
し
ま

す
。
４
月
中
に
は
対
象
者
に
個
人

通
知
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
接
種

を
希
望
さ
れ
る
人
は
主
治
医
と
よ

く
相
談
の
上
、
接
種
を
受
け
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課
へ
。

　
平
成
　
年
度
分
の
国
民
年
金
保

２２

険
料
の
納
付
は
お
済
み
で
す
か
。

　
平
成
　
年
２
月
分
の
保
険
料
の

２３

納
付
期
限
は
３
月
　
日
、
平
成
　

３１

２３

年
３
月
分
の
保
険
料
の
納
付
期
限

は
５
月
２
日
　
で
す
。

（月）

　
保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
未
納
の

ま
ま
に
し
て
し
ま
う
と
、
将
来
受

け
取
る
年
金
額
が
減
額
に
な
っ
た

り
、
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る

場
合
が
あ
る
ば
か
り
か
、
万
が
一

の
事
故
な
ど
で
障
害
者
に
な
っ
た

と
き
の
障
害
年
金
、
あ
る
い
は
一

家
の
支
え
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き

の
遺
族
年
金
を
受
け
ら
れ
な
く
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
納
め
忘
れ
て
い
る
人
は
、
期
限

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
、
ま
た
は

太
田
年
金
事
務
所
（
緯
　
・
３
７

４９

１
２
）
へ
。

　
国
民
健
康
保
険
の
届
け
出
は
、

必
ず
　
日
以
内
に
住
民
課
へ
届
け

１４

出
て
く
だ
さ
い
。

　「
職
場
の
健
康
保
険
に
入
っ
て

い
た
が
退
職
し
た
」、「
健
康
保
険

の
扶
養
家
族
で
な
く
な
っ
た
」
な

ど
の
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険
へ

加
入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
加

入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
、
届
け

出
の
日
で
は
な
く
、
加
入
資
格
が

発
生
し
た
と
き
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

て
保
険
税
を
納
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入

し
て
い
た
人
が
、
就
職
な
ど
に
よ

り
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入

し
た
と
き
や
そ
の
扶
養
家
族
に

な
っ
た
と
き
は
、
国
民
健
康
保
険

を
や
め
る
届
け
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
喪
失
の
届
け
出
を
忘
れ
る

と
、
会
社
な
ど
の
保
険
証
を
持
っ

て
い
て
も
、
国
民
健
康
保
険
に
も

加
入
し
て
い
る
状
態
と
な
り
、
保

険
税
（
料
）
を
二
重
に
納
め
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
国
民
健
康
保
険
課

へ
。

国
民
健
康
保
険
課

緯
　
・
２
６
３
２

５５
国

民

健

康

保

険

の

届
け
出
は
　
日
以
内
に

１４

健
康
づ
く
り
課

緯
　
・
２
１
２
１

６２
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン
接

種

再

開

住
民
課
　
　
　
　
　
内
線
１
２
５

平
成
　
年
度
の
保
険
料
は

２２

４
月
中
に
納
め
ま
し
ょ
う
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【
プ
レ
ミ
ア
ム
付
消
費
券
取

扱
店
募
集
】

　
取
扱
店
の
証
と
し
て
、
の

ぼ
り
旗
を
１
枚
５
０
０
円
で

購
入
し
て
く
だ
さ
い
（
昨
年

使
用
し
た
の
ぼ
り
旗
も
お
使

い
い
た
だ
け
ま
す
）。

□
申
込
方
法
　
申
込
書
（
町

商
工
会
に
あ
り
ま
す
）
に

記
入
の
上
、
参
加
費
を
添

え
て
、
町
商
工
会
へ
申
し

込
む

□
申
込
期
限
　
４
月
　
日
昭

２８

□
費
用

・
商
工
会
員
…
無
料

・
非
商
工
会
員
…
５
０
０
０

円
※
換
金
方
法
な
ど
詳
し
く

は
、
町
商
工
会
（
緯
　
・
４

６２

３
３
４
）
へ
。

□
下
水
道
に
油
を
流
す
と

・
下
水
道
管
の
中
で
固
ま
り
、
悪

臭
を
発
生
す
る
原
因
と
な
り
ま

す
・
下
流
の
下
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
で

は
、
汚
水
の
油
分
が
増
加
す
る

こ
と
に
よ
り
処
理
が
で
き
な
く

な
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す

□
家
庭
で
の
油
の
処
理

・
残
っ
て
し
ま
っ
た
油
は
、
熱
い

う
ち
に
専
用
の
油
こ
し
器
に
う

つ
し
、 炒
 め
物
な
ど
に
使
う
よ

い
た

う
に
し
て
く
だ
さ
い

・
鍋
や
食
器
に
つ
い
た
油
汚
れ

は
、
で
き
る
だ
け
拭
き
取
っ
て

か
ら
洗
っ
て
く
だ
さ
い

・
古
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
油
は
、

古
新
聞
紙
で
吸
い
取
る
か
、
油

を
固
め
る
専
用
の
処
理
剤
を
利

用
し
可
燃
物
の
ご
み
と
し
て
処

分
し
て
く
だ
さ
い

・
残
っ
て
し
ま
っ
た
油
は
、
飼
料

な
ど
の
原
料
と
し
て
活
用
で
き

ま
す
。
資
源
の
有
効
利
用
を
お

願
い
し
ま
す

□
油
を
大
量
に
使
う
飲
食
店
の
皆

さ
ん
へ
お
願
い

　
グ
リ
ー
ス
阻
集
器
（
オ
イ
ル
ト

ラ
ッ
プ
）
の
適
正
な
管
理
を
お
願

い
し
ま
す
。

・
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
清
掃
…
毎
日
１

回
・
悪
臭
の
原
因
と
な
る
油
脂
分
の

除
去
…
毎
日
１
回

・
ト
ラ
ッ
プ
内
部
の
清
掃
（
２
～

３
か
月
に
１
回
）

※
詳
し
く
は
、
下
水
道
課
へ
。

　
町
内
に
住
所
を
有
す
る
人
で
、

保
護
者
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就
労
、

就
職
活
動
、
出
産
、
傷
病
、
冠
婚

葬
祭
な
ど
の
理
由
で
お
子
さ
ん
を

保
育
で
き
な
い
と
き
や
、
育
児
に

伴
う
心
理
的
・
肉
体
的
負
担
を
解

消
し
た
い
と
き
に
、
１
か
月
　
日
１４

以
内
を
限
度
と
し
て
、
小
学
校
就

学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
を
保
育
園

で
一
時
的
に
お
預
か
り
す
る
保
育

サ
ー
ビ
ス
で
す
。

□
実
施
保
育
園
・
保
育
日
時
　
下

表
の
と
お
り

□
申
込
方
法
　
所
定
の
緊
急
一
時

保
育
事
業
利
用
申
込
書
を
子
育

て
支
援
課
へ
提
出
す
る

□
費
用
（
１
日
）

・
３
歳
以
上
児
…
１
０
０
０
円

・
３
歳
未
満
児
…
２
０
０
０
円

※
詳
し
く
は
、子
育
て
支
援
課
へ
。

土曜日月～金曜日実施保育園

午前８時３０分～

午後０時３０分午前８時３０分～

午後５時３０分

みよし保育園

（吉田９５６）

エンゼル保育園

（下小泉４１０）

午前８時３０分～

午後５時

坂田保育園

（坂田８５０－１）

■実施保育園・保育日時

子
育
て
支
援
課

緯
　
・
２
６
３
１

５５
緊

急

一

時

保

育

下
水
道
課
　
　
　
　
内
線
１
６
２

下

水

道

に

油

を

流
さ
な
い
で
く
だ
さ
い

【ファミリーサポートセンターとは】

　ファミリーサポートセンターとは、子

育てのお手伝いをしたい人とお手伝いを

してほしいという人たちが会員となり、

一時的な子どもの世話を有料で行うシス

テムです。太田市ファミリーサポートセ

ンターの会員には、次の３つがあります。

□おねがい会員　生後３か月～高校３年

生までの子どもがいて、育児の手伝い

を受けたい人

□まかせて会員　子どもが好きで、講習会

を受けた後、育児の手伝いができる人

□どっちも会員　子どもを預かることも

可能で、自分の子どもも預かってほし

い人

【ファミリーサポートセンター「まかせて

会員」講習会】

　太田市ファミリーサポートセンターで

は、講習会を開催します。全て受講する

と、育児の手伝いをする「まかせて会員」

に登録され、活動することができます。

　なお、昼食が必要な場合もありますの

で、各自でご用意ください。

□期日　５月９日捷・１０日昇・１１日昌・

１２日昭・２０日晶・２５日昌

□場所　浜町勤労会館（太田市浜町）、九

合行政センター（太田市飯塚町）など

□内容　保育の心、こどもの世話、こど

もの栄養と食生活、小児看護の基礎知

識、身体の発達と病気　など

□講師　保育士、助産師、管理栄養士、

小児科医など

□対象　どなたでも参加できます

□定員　３０人

□申込方法　ＮＰＯ法人すずらんへ電話

で申し込む

□費用　無料

※講習会の時間など詳しくは、ＮＰＯ法

人すずらん（緯４６・５８１１）へ。

講習会を行います

太田市ファミリーサポートセンター
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火災の問い合わせ  緯0180・992・666

３月の119番 病 院 の 照 会
大 泉 消 防 署
消 防 本 部

緯４５・７７９９
緯６２・３１１９
緯３３・０１１９

平成２３年累計３月分
４（４）件２（２）件△火災発生

（　）内は建物火災

調査中調査中△損 害 額

３３８件１１８件△救急出動

４６件１９件煙交通事故
２３８件７９件煙急 病

５４件２０件煙そ の 他

健康テレホンサービス

緯027・234・4970

４
月
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

月
曜
日

火
曜
日

水
曜
日

木
曜
日

金
曜
日

土
・
日

そ
け
い
ヘ
ル
ニ
ア

胆
の
う
結
石

女
性
の

基
礎
体
温
に
つ
い
て

排
卵
と
月
経
の

し
く
み

マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
・

乳
が
ん
検
診
の
勧
め

外
反
母
趾

(　)内は外国人登録者・世帯数

【延長窓口】

・４月１３日、２０日、２７日の水曜

日　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・税務課・収

納課・建築課

【土曜窓口】

・４月１６日、２３日、３０日および

５月７日の土曜日　午前８時

３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水

道課

※内容によっては受付ができな

いこともありますので、事前に

ご確認ください。詳しくは、各

担当課へ。

時間外納税窓口

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　１期

□納期限　５月２日捷

□日時

・４月１３日、２０日、２７日の水曜

日　午後７時１５分まで

・４月１６日、２３日、３０日および

５月７日の土曜日　午前８時

３０分～午後５時１５分

□場所　収納課（１階７番窓口）

※納税は、便利な口座振替をご

利用ください。詳しくは、収納課

（内線１５４）へ。

前月対比３月末日現在の数

－７７４１,０７４人
人 口

(－４４)(６,２５７人)

－５２２１,１７５人
男

(－３７）(３,２８９人）

－２５１９,８９９人
女

(－７）(２,９６８人)

－５１７,３８７世帯
世帯数

(－２７）(３,１３９世帯)

出  生　３５人　死  亡　３２人

時間外窓口

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
前
９

２３

（土）

時
　
分
～
　
時
　
分

２０

１１

３０

□
場
所
　
県
立
大
泉
高
等
学
校
内

生
物
生
産
南
棟
周
辺
（
北
小
泉

２
の
　
の
１
）

１６

□
販
売
品
目
（
品
物
が
売
り
切
れ

し
だ
い
終
了
）

・
野
菜
部
門
…
ナ
ス
苗
、
ピ
ー
マ

ン
苗
、
ト
マ
ト
苗
、
キ
ュ
ウ
リ

苗
な
ど
（
１
人
に
つ
き
１
種
　１０

鉢
以
内
）

・
草
花
部
門
…
サ
ル
ビ
ア
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
、
そ
の
他
花
壇

苗
、
鉢
物
、
寄
せ
植
え
鉢
な
ど

・
バ
イ
オ
部
門
…
シ
モ
ン
イ
モ

苗
、
サ
ツ
マ
イ
モ
苗
な
ど

・
食
品
部
門
…
焼
き
そ
ば
な
ど

・
そ
の
他
…
庭
木
、
花
木
苗
な
ど

※
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
試
食
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
立
大
泉
高

等
学
校
へ
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
前
　

２８

（木）

１０

時
～

□
場
所
　
町
公
民
館
（
吉
田
２
４

６
５
）

□
申
込
方
法
　
町
菊
花
会
会
長
　

鈴
木
正
雄
さ
ん
へ
電
話
で
申
し

込
む

□
費
用
　
無
料

※
資
材
は
町
菊
花
会
で
用
意
し
ま

す
。詳
し
く
は
、鈴
木
正
雄
さ
ん
へ
。

　
緑
の
募
金
に
協
力
し
た
人
を
対

象
に
、
苗
木
や
き
の
こ
の
ほ
だ
木

を
配
布
す
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

□
日
時
　
５
月
４
日
　
　
午
前
　

（水）

１０

時
～
午
後
２
時

□
場
所
　
県
立
森
林
公
園
「
お
う

ら
創
造
の
森
」（
邑
楽
町
中
野
３

９
２
４
の
１
）

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

【
準
備
講
習
会
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
９

１３

（金）

時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
太
田
市
消
防
本
部
（
太

田
市
鳥
山
下
町
４
０
９
の
１
）

□
対
象
　
危
険
物
取
扱
者
試
験
受

験
者

□
申
込
期
間
　
４
月
　
日
　
～
５

１９

（火）

月
２
日
　（月）

□
受
講
料
（
テ
キ
ス
ト
・
例
題
集

を
含
む
）
　
太
田
地
区
防
火
安

全
協
会
会
員
７
５
０
０
円
、
非

会
員
８
５
０
０
円

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
】

□
期
日
　
６
月
　
日
　

２６

（日）

□
場
所
　
関
東
学
園
大
学
（
太
田

市
藤
阿
久
町
２
０
０
）
ほ
か

□
申
込
期
間
　
５
月
　
日
　
～
　

１１

（水）

２３

日
　（月）

□
試
験
手
数
料
　
甲
種
５
０
０
０

円
、
乙
種
３
４
０
０
円
、
丙
種

２
７
０
０
円

【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
太
田
市
消
防
本
部

各
消
防
署
総
務
・
予
防
係
へ
直

接
申
し
込
む

※
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
つ
い
て

は
、
電
子
申
請
に
よ
る
申
し
込
み

も
で
き
ま
す
の
で
、
詳
細
は
　
消
（財）

防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.shoub

o-shi

ken.or.jp
/

）
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
太
田
市
消
防
本

部
予
防
課
へ
。

太
田
市
消
防
本
部
予
防
課

緯
　
・
０
２
０
２

３３
危
険
物
取
扱
者
試
験
／

準

備

講

習

会

鈴
木
正
雄
さ
ん
　
緯
　
・
１
２
０
９

６３

菊
の
さ
し
芽
講
習
会

県
立
大
泉
高
等
学
校

緯
　
・
３
５
６
４

６２
春

の

泉

農

フ

ェ

ア

草

花
・
野

菜

即

売

会

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緯
　
・
７
１
８
８

８８
み

ど

り

の

集

い
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○  町民相談
□日時　月～金曜日　午前８時３０分～
午後５時１５分
□場所　町民相談室（役場内）
□内容　行政に対する苦情や要望、
日常生活上の悩みごとや困りごと
※フリーダイヤル　緯０１２０・００１３０４

○ 法律相談
□日時　４月２８日(木)・５月１２日(木)
午前１０時３０分～午後３時３０分
□場所　町民相談室（役場内）
□担当者　顧問弁護士
※相談希望の人は、予約が必要なた
め、あらかじめ町民相談室(内線１３０)
へ。

○ 人権・行政相談
□日時　５月１０日(火)　午前１０時～午
後３時

□場所　町公民館（吉田２４６５）
□担当者　人権擁護委員、行政相談
委員
※相談希望の人は、予約が必要なた
め、あらかじめ町民相談室(内線１３０)
へ。

○ 教育相談
□日時　月～金曜日　午前１０時～午
後４時
□場所　教育研究所（城之内４-２-
１）

□担当者　教育相談員
□内容　非行、いじめ、不登校など
の教育に関する悩みごと

□対象　小学生、中学生、保護者ほか
※詳しくは、教育研究所　緯６３・８６２６
へ。

○ 親と子の電話相談
□日時　月～金曜日　午後２時～５
時
□担当者　相談経験豊かな先生
□内容　学校での悩みごとなど
※フリーダイヤル　緯０１２０・００１３０５

　
町
で
は
、
自
動
車
交
通
安
全
教

室
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
教
室
は
、
警
察
官
・
金
山

自
動
車
教
習
所
教
習
指
導
員
（
教

官
）
が
交
通
安
全
に
必
要
な
知
識

と
運
転
技
能
を
指
導
し
、
交
通
事

故
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
試
験
・
検
定
は
あ

り
ま
せ
ん
。

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
９

１３

（金）

時
　
分
～
正
午

３０

□
場
所
　
金
山
自
動
車
教
習
所

（
太
田
市
龍
舞
町
５
５
０
２
）

□
内
容
　
自
動
車
運
転
技
能
演
習

（
場
内
・
場
外
）、
交
通
安
全
講

話
な
ど

□
対
象
　
町
内
在
住
で
自
動
車
を

運
転
す
る
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
安
全
安
心
課
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
５
月
２
日
　（月）

□
費
用
　
無
料

※
内
容
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
安
全
安
心

課
へ
。

　
館
林
厚
生
病
院
で
は
、
健
康
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
後
４

２１

（木）

時
～

□
場
所
　
館
林
厚
生
病
院
多
目
的

ホ
ー
ル
（
館
林
市
成
島
町
２
６

２
の
１
）

□
テ
ー
マ
　
糖
尿
病
に
つ
い
て

□
講
師
　
布
施
幸
彦
氏
（
館
林
厚

生
病
院
副
院
長
）

□
費
用
　
無
料

※
希
望
者
は
、
当
日
、
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。詳
し
く
は
、

館
林
厚
生
病
院
へ
。

【
「
み
ど
り
の
集
い
」
寄
せ
植
え
教
室
】

□
日
時
　
５
月
４
日
　（水）

・
午
前
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

・
午
後
１
時
～
２
時

□
内
容
　
コ
ン
テ
ナ
ガ
ー
デ
ン
の

作
り
方

□
定
員
　
各
　
人
（
定
員
に
な
り

３０

し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
時
　
４
月
　
日
　

１８

（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
２
０
０
０
円（
材
料
費
）

【
緑
化
講
座
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午
前
　

１９

（木）

１０

時
～
正
午

□
テ
ー
マ
　
初
夏
に
行
う
庭
木

（
マ
ツ
）
の
 剪
  定
 

せ
ん
 
て
い

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

６０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
時
　
４
月
　
日
　

２５

（月）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、県
緑
化
セ
ン
タ
ー
へ
。

□
財
政
調
整
基
金

・
　
万
円
　

１５
　
東
毛
環
境
サ
ー
ビ
ス
事
業
協
同
組
合

□
学
校
教
育
へ

・
小
学
校
新
入
学
児
童
氏
名
ゴ
ム

印
（
計
２
８
８
個
）
金
子
印
店

安
全
安
心
課
　
　
　
内
線
２
２
４

交

通

安

全

教

室

館
林
厚
生
病
院

緯
　
・
３
１
４
０

７２
健

康

講

座

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

緯
　
・
７
１
８
８

８８
県

緑

化

セ

ン

タ

ー

各

種

講

座

あなたの
運転を

見直して
みません

か？



「
み
ん
な
の
声
」は
、
み
ん
な
で
創
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
情
報
、
ご
意
見
、
ご
質
問
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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支援物資を積んだトラックが、社会福祉

協議会を出発します

３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３３月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２２８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日ののののののののののののののののののののの夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕夕方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方方、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福福祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議議会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会３月２８日の夕方、社会福祉協議会にににににににににににににににににににににに

集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集集めめめめめめめめめめめめめめめめめめめめめららららららららららららららららららららられれれれれれれれれれれれれれれれれれれれれたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくさささささささささささささささささささささんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんののののののののののののののののののののの支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物物資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資集められた、たくさんの支援物資をををををををををををををををををををををを
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北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
か

ら
１
か
月
。
現
在
、
町
で

は
県
な
ど
と
連
携
し
被
災
者
の

受
け
入
れ
を
は
じ
め
、
義
援
金

や
支
援
物
資
を
受
け
付
け
る
な

ど
、
被
災
者
の
支
援
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
が
、
い
ち
早
く
個
人

で
被
災
地
に
支
援
物
資
の
輸
送

を
行
っ
た
人
た
ち
が
い
ま
す
。

事
関
係
の
知
人
と
連
絡
が

取
れ
ず
、
安
否
の
確
認
を

含
め
、
被
災
地
を
初
め
て
訪
れ

た
の
が
３
月
　
日
で
し
た
」
と

１５

話
す
梅
原
雄
一
さ
ん
。

　
地
震
が
発
生
し
た
週
末
、
支

援
物
資
の
調
達
や
緊
急
車
両
の

被
災
地
へ
届
け
た

　
　
　
　
皆
さ
ん
か
ら
の
温
か
い
支
援

東
「
仕

支
援
物
資
の
輸
送
を
行
っ
た

梅
原
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す

左から、 梅  原  雄  一 さん、
うめ はら ゆう いち

 瑞  穂 さん
みず ほ

　町では、今回の震災による被災者の受

け入れや支援のため、引き続き義援金や

災害支援物資の受け付けを行っていま

す。町民の皆さんの善意により、社会福

祉協議会には、たくさんの支援物資が集

まっていますが、３月２１日・２８日に、町

内で販売業を営む梅原雄一さん、瑞穂さ

んが集まった支援物資の一部を被災地へ

届けました。
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大泉町消費生活センター

手引き
消費者の

第 13 回

か

しこ
い

※詳しくは、町消費生活センター（緯６３・

３１１１（内線１３９）、緯６３・３５１１（直通））

へお問い合わせください。

　今回は、当センターに寄せられる苦情や情報

提供の中でも、とても身近な事例を紹介します。

トラブルを未然に防ぐには、“業者が来訪するこ

と”への心構えを持つことが大切です。

【事例】

　「不要な着物を譲ってほしい」と女性から電話

があり、少し不安だったが「ちゃんとした人を行

かせる」と言うので来てもらった。着物はざっと見

ただけで、今度は「貴金属を見せて」と言う。断っ

たが「見るだけだから」としつこく言うので見せた

ら、半ば強引に着物５点と貴金属を宝石箱ごと６

万７,０００円で買い取られてしまった。キツネにつ

ままれたような気分で、後になってとても後悔

し、翌朝すぐにやめたいと申し出たが、既に手元

にないと言われた。　　　　（６０歳代　女性）

【トラブルを防ぐために】

・事例の訪問買取業者は、きっかけとして着物

の買い取りを持ちかけていますが、当町では、

初めから「不要な貴金属はないか」という電話

や直接来訪するケースの相談が増加してい

ます

・「電話は女性だったので来訪を承諾したが、

来たのは男性だった」「部屋の中を勝手に物

色された」「断ると『手ぶらでは帰れない』と居

直られた」など、軽い気持ちで頼んだのに、怖

い思いをしたり、強引な勧誘にあったりする

ケースが多く見られます　

・業者が訪問する形態でも、買い取りの場合は

クーリング・オフができません。また、後になっ

て「やめたい」と申し出ても、「既に処分した」と

して取り戻せないことがほとんどです

・“その時自分に必要な契約かどうか”を落ち

着いて考え、その場で契約をすることは避け

ましょう。悪質業者は“プロ”ですから、顔を合

わせてしまえば主導権を握られてしまいます。

必要でなければ、玄関のドアを開く前に「必要

ありません」と 毅  然 とした態度ではっきり断り
き ぜん

ましょう

申
請
な
ど
準
備
を
進
め
、
３
月

　
日
の
夜
、
被
災
地
へ
向
け
出

１４発
し
ま
し
た
。現
地
に
到
着
後
、

地
震
直
後
の
被
災
地
の
惨
状
を

目
の
当
た
り
に
し
た
こ
と
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
終
え
て

大
泉
に
戻
っ
た
後
も
、
自
ら
物

資
の
収
集
に
奔
走
す
る
だ
け
で

な
く
、
ブ
ロ
グ
な
ど
で
物
資
の

提
供
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
そ

の
結
果
、
知
人
や
お
店
の
お
客

様
な
ど
か
ら
温
か
い
支
援
が
届

き
ま
し
た
が
、
量
的
に
限
界
が

あ
っ
た
た
め
、
社
会
福
祉
協
議

会
に
相
談
。
集
ま
っ
て
い
た
支

援
物
資
の
提
供
を
受
け
、
３
月

　
日
・
　

日
に
も
被
災
地
へ
の

２１

２８

輸
送
を
行
い
ま
し
た
。

回
に
わ
た
り
被
災
地
を
訪

れ
た
梅
原
さ
ん
は
、「
被
災

地
の
状
況
は
報
道
な
ど
で
も
確

認
で
き
ま
す
が
、
現
地
に
入
る

と
そ
れ
以
上
の
も
の
を
感
じ
、

本
当
に
日
本
の
出
来
事
な
の
か

と
目
を
疑
う
光
景
が
広
が
っ
て

い
ま
し
た
。
支
援
物
資
が
十
分

行
き
届
い
て
い
な
い
場
所
も
た

く
さ
ん
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
数
も
圧
倒
的
に
足
り
な
い
状

況
で
す
。
ま
だ
ま
だ
支
援
が
必

要
で
す
が
、
今
回
協
力
し
て
い

た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
は
本
当
に

感
謝
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、
生

半
可
な
支
援
物
資
で
は
済
ま
な

い
で
す
し
、
極
端
な
話
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
人
全
員
が

助
け
に
入
ら
な
い
と
救
え
な
い

の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
ほ
ど

ひ
ど
い
状
況
で
し
た
。
そ
れ
な

の
で
、
皆
さ
ん
に
も
少
し
で
も

い
い
の
で
手
助
け
で
き
る
こ
と

が
あ
れ
ば
協
力
し
て
ほ
し
い
で

す
し
、
自
分
た
ち
も
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
」
と
厳
し
い
表
情
で
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

回
の
地
震
に
よ
り
、
町
内

で
は
、
負
傷
者
は
い
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
瓦
屋
根
の
落
下

や
外
壁
の
破
損
、
塀
の
倒
壊
な

ど
の
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。
ま

た
、放
射
線
の
影
響
や
水
道
水
・

農
作
物
の
安
全
性
な
ど
が
懸
念

さ
れ
ま
す
が
、
今
後
も
的
確
な

情
報
を
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
随
時
お
知
ら
せ
し
、
被
災

者
の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す

の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

３

津波の被害を受けた石巻市（梅原さん撮影）

今



広報おおいずみ　Ｈ23.4.10　Vol.712 (24) 

イラストは黒で描いてね！

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ふ
ん
ば
ば
～
族
リ
ー
ダ
ー

▼

Ｐ
・
N
　
星
の
カ
ー
ビ
ィ

▼

Ｐ
・
N
　
け
い
お
ん
！

健康づくり課のスタッフが、

健康についての鍵をご紹介し

ます。

【今月の鍵】

疲労

　
最
近
、
だ
る
い
、
疲
れ
や
す
い

と
感
じ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
　「
こ
れ
く
ら
い
の
疲
れ
な

ら
大
丈
夫
」
と
い
う
過
信
は
あ
り

ま
せ
ん
か
。

　
疲
れ
を
軽
視
す
る
と
、
あ
と
で

大
き
な
病
気
を
招
く
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
疲

れ
を
自
覚
し
て
い
る
人
も
、
し
て

い
な
い
人
も
、
も
し
か
す
る
と
、

自
分
で
思
っ
て
い
る
以
上
に
疲
れ

て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分

の
疲
労
度
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
疲
労
度
チ
ェ
ッ
ク
】

□
身
体
的
チ
ェ
ッ
ク

①
手
足
が
重
く
な
る

②
肩
・
首
す
じ
に
こ
り
感
が
あ
る

③
腰
の
痛
み
や
重
さ
が
あ
る

④
し
ゃ
べ
り
た
く
な
い

⑤
食
欲
が
な
い

⑥
い
つ
も
よ
り
荷
物
が
重
く
感
じ
る

⑦
仕
事
量
の
割
に
疲
労
感
が
強
い

⑧
原
因
不
明
の
下
痢
が
続
く

⑨
朝
が
す
っ
き
り
起
き
ら
れ
な
い

⑩
暑
さ
寒
さ
が
こ
た
え
る

□
精
神
的
チ
ェ
ッ
ク

①
寝
つ
き
が
悪
い

②
や
る
気
が
起
こ
ら
な
い

③
義
務
感
・
責
任
感
ば
か
り
が
先

走
る

④
物
事
に
あ
せ
る

⑤
酒
の
量
が
増
え
る

⑥
怒
り
や
す
く
な
っ
た

⑦
時
々
う
つ
傾
向
に
な
る

⑧
 些
  細
 な
こ
と
が
気
に
な
る

さ
 
さ
い

⑨
何
事
に
も
失
敗
す
る
よ
う
な
気

が
す
る

⑩
寝
起
き
が
悪
く
な
っ
た

　
以
上
の
項
目
の
中
で
、
該
当
す

る
項
目
が
６

つ
以
上
あ
る

場
合
、
ま
た

は
毎
日
じ
わ

じ
わ
と
疲
労

感
を
感
じ
て

い
る
場
合

は
、
心
と
体
か
ら
Ｓ
Ｏ
Ｓ
が
発
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
Ｓ
Ｏ
Ｓ
に
耳
を

傾
け
、
早
め
の
対
処
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

【
疲
労
回
復
の
セ
ル
フ
ケ
ア
】

・「
疲
れ
た
」
と
思
っ
た
ら
「
疲
れ

を
た
め
な
い
う
ち
」
に
体
を
休

め
て
、
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま

し
ょ
う

・
適
度
な
運
動
で
汗
を
流
し
た

り
、
趣
味
を
楽
し
ん
だ
り
し
て

気
分
転
換
を
図
り
ま
し
ょ
う

（
健
康
づ
く
り
課
・
久
保
田
松
江
）

毎月、環境に関する情報をお
届けします。分からない事や
知りたい事を環境課（内線
１３２）へお寄せください。

【家電４品目の排出方法について】

第７３回

　不用になったテレビ、エアコンなど（家

電リサイクル法対象４品目）は、町では

収集していません。ごみステーションに

は出さずに、次のいずれかの方法により

排出（リサイクル）してください。

・購入したお店や電気屋さんなどに、引

き取りを依頼する

・郵便局でリサイクル料金を振り込み、

「家電リサイクル券」を用意したうえ

で、指定引取場所に家電製品を持参す

る

【家電リサイクル法の対象４品目】

・テレビ

・冷蔵庫（冷凍庫）

・洗濯機（衣類乾燥機）

・エアコン

【最寄りの引取場所】

・日本通運太田支店（太田市西新町９４－１

緯３１・７４４５）

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
券
は

郵
便
局
に
も
あ
り
ま
す
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File １０９

町内の先生たちの
「子ども時代」をすて
きな思い出に乗せて
ご紹介！

大
泉
町
立
南
中
学
校

 山
  梶
  誉
  夫
 先
生

や
ま
 か
じ
 た
か
 
お

小学校低学年の頃の忍者ごっこ（中央が本人）

【私の子ども時代】

　小さい頃は、いつも２歳年上の兄にくっついて、
兄の友だちに交じって遊んでいた気がします。
ゲームは「火・木・土曜日だけ」などと曜日を決
めてやるのが我が家のルールでした。
　今でこそサッカーが私の趣味と言えますが、本
格的に始めたのは中学生からです。小学生の頃は
バスケットをやったり、絵画教室に通ったり、週
末はボーイスカウトでキャンプをすることもあっ
たりといろいろな経験をしました。今の自分はこ
れらの経験に支えられているところも多く、当時
の私を温かく見守り、後押ししてくれた家族に感
謝しています。
　子どものうちは、興味があっちこっちに向きま
すが、それぞれに全力で取り組むことが大切だと
思います。もちろんそれを支えてくれる人がいる
ことも忘れずに･･･。

ともに198歳の鶴さんと亀さんが、町の各地域の“言い伝

え”などを、ポツリポツリと話してくれるコーナーです。鶴さん　亀さん

町でも屋根の損壊など

住家の被害がありました

〈第９７回〉
輪
番
停
電
な
ん
て
、
戦
争

が
終
わ
っ
て
す
ぐ
や
っ
て

以
来
だ
い
ね
。
ま
さ
か
、
二
度

目
を
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
な

ん
て
な
あ
。

そ
う
で
す
ね
。
食
事
時
と

重
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
と

調
理
が
し
づ
ら
か
っ
た
り
、
い

ろ
い
ろ
不
便
で
す
ね
。

そ
う
い
や
、
こ
の
前
ひ
孫

の
車
に
乗
っ
て
た
ら
、
い

き
な
り
信
号
が
消
え
た
も
ん
だ

か
ら
、ほ
ん
と
た
ま
げ
た
な
あ
。

交
差
点
は
危
な
い
な
あ
。

私
も
危
な
い
場
面
を
見
た

ん
で
す
よ
。
本
当
に
気
を

つ
け
な
い
と
。
…
な
ん
だ
か
停

電
の
と
き
は
、
一
昔
前
に
戻
っ

た
感
じ
で
す
ね
。
特
に
夜
は
、

真
っ
暗
で
す
か
ら
ね
。

昔
の
燈
火
は
、
ろ
う
そ
く

や
石
油
ラ
ン
プ
だ
っ
た
か

ら
暗
か
っ
た
い
ね
。
明
治
の
終

わ
り
頃
だ
っ
け
か
な
。
町
に
初

め
て
電
気
が
通
っ
て
電
燈
が
つ

い
た
の
は
。

そ
う
で
し
た
ね
。
白
熱
電

燈
は
風
で
消
え
る
こ
と
も

な
い
で
す
し
、
と
て
も
明
る
い

の
で
び
っ
く
り
し
ま
し
た
ね
。

当
時
は
、
そ
れ
こ
そ
い
ろ

ん
な
電
力
会
社
が
あ
っ
た

い
ね
。
こ
こ
い
ら
は
、
な
ん
て

い
う
会
社
だ
っ
た
っ
け
か
。

た
し
か
、
利
根
発
電
っ
て

言
い
ま
し
た
か
ね
…
。
沼

田
の
片
品
川
に
水
力
発
電
所
を

作
っ
て
、
東
毛
地
域
に
も
電
力

を
供
給
し
始
め
た
ん
で
す
よ
。

そ
の
あ
と
、
各
会
社
の
吸

収
や
合
併
が
あ
っ
て
、
終

戦
後
か
ら
東
京
電
力
の
お
世
話

に
な
っ
て
る
ん
だ
い
ね
。

こ
の
停
電
は
、
い
つ
ま
で

続
く
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。

ど
う
も
長
く
な
り
そ
う
な
話
も

あ
り
ま
す
け
ど
。

わ
か
ん
ね
え
け
ん
ど
、
こ

ん
な
時
だ
か
ら
、
で
き
る

限
り
協
力
せ
ん
と
な
。

（
参
考
文
献
・
大
泉
町
誌
）

お
題
　

停
電
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□応募方法　はがきに答え(例、①―佳)､住所､行

政区、氏名、年齢、電話番号と町政などに関す

るご意見ご要望がありましたら、書き添えてお

送りください（匿名を希望される人は「匿名希

望」と明記してください）。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！

　※応募は、１人１枚でお願いします。

□あて先　〒３７０－０５９５

　大泉町役場　広報情報課

　「広報クイズ」係

□締め切り　４月１９日（１９日の

消印有効）

□３月号の正解　①－加 ②－可 

③－佳 ④－加 ⑤－佳

□応募総数　５６通で正解は５５通でした

□当選者（敬称略）

岩下しのぶ（１区）、村田明日香（１区）、阿久津恵美子（５区）

角田瑠名（９区）、政田和子（１１区）、川島恒夫（１５区）

久保田はな子（１５区）、栗原弥生（１７区）、小田島清夏（１８区）

室伏奏旅（１９区）、福島由美恵（２２区）、川島　愛（２２区）

川島利子（２３区）、関　俊也（２３区）、野村和枝（２７区）

小野寺かをる（２７区）、永田千夏（２８区）、茂原正之（２８区）

武田宏明（２９区）、外木　久（川崎市）

※当選者には、図書カードを郵送します。住所と氏

名を忘れずにお書きください。

今月の問題 （伺ヒント）

図書カードが２０人に
　　たる！

イラス
トは

黒で描
いてね

！

ご応募お待ちしています！

①○で熱湯を浴び… （伺１ページ）
　佳松 加笹 可竹

②○○の町づくり （伺４ページ）
　佳共同 加協働 可協同

③梅原さんが撮影したのは○○市 （伺２３ページ）
　佳仙石 加栗原 可石巻

④○○の稚魚一斉放流 （伺２９ページ）
　佳さけ 加ます 可ふな

⑤○野菜とツナの彩りちらし （伺３０ページ）
　佳温 加春 可生

☆「あなたの節電方法」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきに書いてお送りください。全問

正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書カード

をプレゼントします。

　
３
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆「
あ
な
た
の
好
き
な
花
と
そ

の
理
由
」に
寄
せ
ら
れ
た
回
答

の
中
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。

死
ユ
リ
と
ヒ
マ
ワ
リ
。
ユ
リ
は

私
の
母
が
好
き
な
花
で
し
た
。

ユ
リ
の
咲
く
季
節
に
な
る
と
母

の
こ
と
を
思
い
出
し
、
懐
か
し

さ
と
楽
し
か
っ
た
日
々
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。
ヒ
マ
ワ
リ
は
夏

生
ま
れ
の
孫
娘
が
ヒ
マ
ワ
リ
の

よ
う
に
ま
っ
す
ぐ
元
気
に
育
っ

て
い
く
姿
と
重
な
り
ま
し
た
。

Ｐ
・
Ｎ
　
都
じ
じ

死
サ
ク
ラ
の
花
が
好
き
で
す
。

花
を
見
る
と
何
か
語
り
か
け
ら

れ
る
よ
う
気
が
し
て
元
気
と
勇

気
が
も
ら
え
ま
す
。

匿
名
希
望

死
黄
色
の
菊
が
好
き
で
す
。
見

て
も
き
れ
い
だ
し
後
で
食
べ
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。

川
島
久
四
郎
さ
ん（
　
区
）

２３

死
つ
ば
き
。
大
泉
に
引
越
し
し

て
き
た
時
、
庭
に
植
え
て
と
東

京
の
実
家
か
ら
両
親
が
持
っ
て

き
て
く
れ
た
花
。

匿
名
希
望

死
寒
い
中
ま
っ
白
に
咲
い
て
い

る
梅
の
花
が
好
き
で
す
。

川
島
利
子
さ
ん（
　
区
）

２３

死
か
す
み
草
。
白
く
て
小
さ
な

お
花
。
で
も
ど
ん
な
お
花
と
も

仲
良
し
。
可
憐
だ
け
ど
存
在
感

が
あ
る
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
。
絵

本
の「
ス
イ
ミ
ー
」の
よ
う
で
概

匿
名
希
望

死
花
こ
と
ば
が「
明
る
い
未
来
」の

ム
ス
カ
リ
と
い
う
花
が
好
き
で
す
。

永
田
千
夏
さ
ん（
　
区
）

２８

死
道
路
の
端
で
け
な
げ
に
咲
い

て
い
る
す
み
れ
が
好
き
で
す
。

服
部
あ
け
み
さ
ん
（
　
区
）

１８

死
毎
年
、
両
親
が
庭
に
植
え
て

く
れ
る
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
。
い
ろ

い
ろ
な
形
・
色
が
あ
り
出
勤
時

特
に
気
分
が
な
ご
む
か
ら
。

津
田
裕
子
さ
ん（
　
区
）

１３

死
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
。
花
の

少
な
い
冬
咲
き
で
、
一
度
植
え

れ
ば
　
年
以
上
も
毎
年
咲
く
か

２０

ら
。

匿
名
希
望

死
黄
色
い
色
の
花
が
好
き
で

す
。
菜
の
花
、
タ
ン
ポ
ポ
、
ひ

ま
わ
り
。
み
ん
な
を
明
る
く
元

気
に
し
て
く
れ
ま
す
。

岩
蒼
美
智
子
さ
ん（
６
区
）

死
小
学
生
の
こ
ろ
、
フ
リ
ー
ジ

ア
の
花
束
を
も
ら
っ
て
と
て
も

い
い
に
お
い
が
し
て
大
好
き
に

な
り
ま
し
た
。

匿
名
希
望

死
大
き
く
て
き
れ
い
な
あ
さ
が
お
。

増
尾
亮
汰
さ
ん（
　
区
）

２２

「
あ
な
た
の
好
き
な
花
と

そ
の
理
由
」を
教
え
て
！
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に
かってむ っ

夢夢
MY DREAM

将
来
の
夢
は
？

小
学
２
年
の
春
か
ら
大
泉
西
小
キ

ン
グ
ス
タ
ー
ズ
に
入
っ
て
野
球
を

し
て
い
ま
す
。供
鉄
人
僑ル
ー
・
ゲ
ー

リ
ッ
ク
を
目
標
に
、
け
が
を
し
な

い
丈
夫
な
体
を
作
る
た
め
、腹
筋
・

背
筋
な
ど
体
幹
を
鍛
え
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
続
け
な
が
ら
打
撃
・
守

備
の
練
習
を
し
て
い
ま
す
。
練
習

は
、
つ
ら
い
時
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
努
力
に
よ
っ
て
成
長
で
き
る

と
思
う
の
で
、
や
め
た
い
と
思
っ

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。将
来
は
、

プ
ロ
で
は
な
く
て
も
野
球
選
手
に

な
れ
た
ら
幸
せ
で
す
。

学
校
・
学
年
は
？

町
立
西
小
学
校
に
通
っ
て
い
て
、

４
月
で
６
年
生
に
な
り
ま
し
た
。

学
校
生
活
は
？

理
科
が
好
き
な
教
科
で
、
特
に
実

験
が
楽
し
い
で
す
。
電
磁
石
の
実

験
で
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
驚
き
も

あ
っ
て
、
と
て
も
興
味
深
か
っ
た

で
す
。
ま
た
、
水
晶
な
ど
の
鉱
物

に
も
興
味
が
あ
り
ま
す
。
休
み
時

間
は
、
外
で
は
ス
ポ
ー
ツ
、
室
内

で
は
絵
を
描
い
た
り
、
友
だ
ち
と

ク
イ
ズ
を
出
し
合
っ
た
り
し
て
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。

 平  田  悠  人 くん　（１１歳）
ひら た ゆう じん

努
力
を
続
け
て

野
球
選
手
に
な
れ
た
ら
幸
せ

好きなことは

野球が大好きで、バッティングセンターに行って

する打撃の練習はとても楽しいです

自分の性格

素直とよく言われますが、人見知りなところも

あって、自分でも直したいと思っています

町内の学校に在籍する、

夢に向かって頑張ってい

る人をご紹介します。

「
ち
び
っ
子
写
真
館
」
で
は
、
３
歳
未
満
の
町
内

在
住
の
お
子
さ
ん
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
掲
載

希
望
者
は
、
広
報
情
報
課
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

どんなちびっ子？
明るくやんちゃで人を笑わせてくれた
りしますが、甘えん坊なところもあり
ます。
好きなものは？
お兄ちゃんが大好きで、時にはけんか
もしますが、いつもまねをして仲良く
遊んでいます。戦隊ヒーローものが好
きで、なりきって戦いごっこなどをし
ます。また、アイスが大好物で、今は
自転車にハマって練習中です。
パパ・ママからひとこと
これからもずっと兄弟仲良く、誰にで
も優しく思いやりを持って心豊かな子
になってね！

 對  比  地  悠 
つい ひ じ ゆう

 斗 くん
と

（１５区・３歳）



町のイベント町のイベントやや
地域の話題をお届けします地域の話題をお届けします。。

広報で掲載された写真は希望者に

プレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。
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大
泉
町
模
擬
火
災
訓
練
　

３月６日、吉田東公民館で大泉町模擬火災訓練が行われま

した。地域住民の防火意識の浸透と技術向上を図るととも

に町消防隊の連携を確認することを目的に毎年行われてい

るこの訓練には、消防署員、消防団員のほか地元防災会の

皆さんも参加して行われました。今回は、同公民館の火災

を想定し、通報訓練、初期消火訓練、一斉放水などにより

日頃の訓練の成果が披露されました。

公
民
館
の
火
災
を
想
定
し

行
わ
れ
た
模
擬
火
災
訓
練

消
防
署
員
、
消
防
団
員
に
よ
る
一
斉
放
水
が
行
わ
れ
ま
し
た
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東
小
学
校
卒
業
式
　

３月２４日、町内の各小学校で卒業式が挙

行され、合計３９０人の卒業生が巣立ってい

きました。東小学校では、今回の震災によ

る影響で体育館が使用できず、校舎内の

ホールでの卒業式となりました。

３月２２日、保健福祉総合センターで、６か

月にわたり開催された脳の健康教室の修了

式が行われました。参加者一人ひとりに修

了証が手渡された後、アトラクションとし

てハンドベル演奏が披露されました。

　
脳
の
健
康
教
室
修
了
式
　

３月８日、高齢者ふれあいセンター北小泉

で活動を続けている「火曜民舞会」が５周

年を迎え、セレモニーが行われました。歌

謡曲に合わせて踊る舞踊の練習後、皆さん

は会食などを楽しみました。

３月６日、刀水橋下、熊谷市側の利根川河川敷

で毎年恒例のさけの稚魚の一斉放流が行われま

した。昨年１２月に大泉さけと遊ぶ会から配布さ

れた受精卵を大切に見守りながら育てた参加者

の皆さん。「がんばれ」などと声をかけながら放

流する子どもたちの姿も見られました。

　
火
曜
民
舞
会
５
周
年
　

　さけの稚魚一斉放流　

帰っておいでよ

サーモンちゃん

 未  曾  有 の災害が発生
み ぞ う

町の対策・支援は…

３月２７日、役場３階大会議室で「東北地方太平

洋沖地震に対する対策・支援会議」が開催されま

した。２８０人が参加したこの会議の冒頭では、今

回の地震、津波による犠牲者への黙とうがささげ

られ、その後、町内の被害状況、避難者の受け入

れや支援などについて説明がされました。

　東北地方太平洋沖地震に対する対策・支援会議　
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この広報紙は、自然保護のため再生紙と
大豆油インキを使用し作成しています。
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健康
レシピ

07

▼
先
般
の
地
震
に
よ
り
大
泉
町

で
も
少
な
か
ら
ず
被
害
が
あ

り
、
そ
の
影
響
で
イ
ベ
ン
ト
が

中
止
に
な
る
な
ど
で
閉
塞
感
が

漂
っ
て
い
ま
す
が
、広
報
で
は
町

が
元
気
に
な
れ
る
よ
う
な
明
る

い
ニ
ュ
ー
ス
を
届
け
て
い
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。
が
ん
ば
ろ
う
日

本
。が
ん
ば
ろ
う
大
泉
。 
（
智
）

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
放

射
線
量
や
停
電
の
時
間
を
天
気

予
報
を
見
る
よ
う
な
感
覚
で
確

認
す
る
。
1
か
月
前
ま
で
は
、

想
像
も
で
き
な
か
っ
た
こ
と
で

す
。
経
済
に
関
す
る
不
確
実
性

も
高
ま
り
、
問
題
が
表
面
化
す

る
前
に
し
か
る
べ
き
対
処
を
す

る
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。 （
慎
）

▼
震
災
に
関
連
し
た
情
報
を
広

報
紙
に
掲
載
す
る
た
め
、
こ
の

１
か
月
間
は
い
つ
も
以
上
に
編

集
作
業
に
追
わ
れ
、
慌
た
だ
し

く
過
ぎ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
正
確
な

情
報
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
で

き
る
よ
う
、
が
ん
ば
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
彰
）

【作り方】

虚米は普通に炊く。炒り玉子を作っておく

許にんじんはせん切りにし、塩でもんでさっと水洗いし、水気をしぼる。きゅ

うりも縦半分に切り薄くスライスし、塩でもんでさっと水洗いする。ツナ

缶は汁気を切り、ほぐしておく

距アスパラは塩少々を加えた熱湯でさっと 茹 で、小さく切る
ゆ

鋸炊き上がったご飯にすし酢を加え、さっくりと混ぜて冷ます

漁鋸に許を加えて混ぜる

禦器に盛り、アスパラ、炒り玉子、桜でんぶを散らす

春野菜とツナの彩りちらし
彩りよく盛りつけましょう
　彩りが豊かな、春にぴったりのちらしずし

です。卵、アスパラガス、桜でんぶでいろい

ろな盛りつけが楽しめると思います。お子さ

んにも喜んでいただけますよ。

食生活改善推進員　 渋  谷  榮  子 さん（左）、 島  山  和  子 さん
しぶ や えい こ しま やま かず こ

町食生活改善推進員の皆さん

から、毎月料理を紹介してい

ただきます。

【材料（４人分）】

１個　卵

１個　卵黄

小さじ１　砂糖

少々　塩

２合米

大さじ４すし酢

３分の１本にんじん

２分の１本きゅうり

小２缶ノンオイルツナ缶

６本
アスパラガス
（あればミニ）

適量桜でんぶ

【１人分栄養価】

３５７ kcalエネルギー

１５.３ｇたんぱく質

３.６ｇ脂質

１.４ｇ食塩相当量

［


